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日頃より仙台市の文化財保護行政に対しまして、ご理解とご協力を賜

り、仙台市教育委員会といたしまして、誠に感謝にたえません。

仙台市の南部に位置する富田・富沢地区は市内でも遺跡が数多く分布

する地域です。北に隣接する長町・富沢地区においては土地区画整理事

業によって都市としての基盤整備が進められ、地域環境が大きく変わり

つつあるところです。こうした動きの中で開発に伴う発掘調査が頻繁に

行われ、年毎に先人の生活文化の様相が解明されつつあることは喜ばし

いところであります。現在まで継承されてきた先人たちの貴重な遺産を

新しい「まちづくり」の中でどのように活用していくのか、地域の方々

と共に考えてまいりたいと存じます。

さて、この度の鍛冶屋敷A遺跡、鍛冶屋敷前遺跡の発掘調査では、縄

文時代から奈良 。平安時代の人々の生活の一端が明らかにされ、この地

域の歴史を解明するための一助となる成果が得られております。本報告

書はその成果をまとめたものであります。

文化財保護行政に紺しまして、今後とも市民の皆様のご支援とご助言

を賜りますようお願い申し上げ、刊行のご挨拶といたします。

平成12年 3月

仙台市教育委員会

教育長 小 松 弥 生
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1.本書は仙台市市道「富田富沢線」建設に先立って行った鍛冶屋敷A遺跡、鍛冶屋敷前遺跡の発掘調査報告書で

ある。

3.報告書作成にあたって次の方々の参加を得た。

青山涼子、伊藤幸子、小泉幸子、菅谷裕子

4.本調査における出土遺物、図面、写真等の資料は仙台市教育委員会で一括保管しているので活用されたい。

5。 発掘調査、報告書作成にあたって次の方々のご指導、ご協力を賜った。

遠藤昭一、早川五兵衛
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I.調査に至る経過

平成 8年 1月 24日付で、仙台市長より市道「富田富沢

線」の拡幅工事に係る発掘届が提出された。予定地区は

鍛冶屋敷A遺跡の中央部と南ノ東遺跡の北辺部を東西方

向に横断している。仙台市教育委員会では事業主体者と

協議し、遺構の密度を調査するための確認調査を平成 8

年度に実施することとしていた。確認調査実施に先立つ

平成 8年 3月 に鍛冶屋敷A遺跡の東側の水路以東の水田

で道路予定地の耕作土が黎取られていた部分約600ど に、

土師器等の遺物の散布と、遺構と思われるプランが認め

られた。この中には竪穴住居跡と思われる方形のものや、

焼土等も確認されたため、直ちに工事主体者にその旨を

連絡し、工事の中止を指示した。周知の埋蔵文化財包蔵

地 (遺跡)の範囲外であったため、所在地の地名から

「鍛冶屋敷前遺跡」として新規登録し、当初予定してい

た鍛冶屋敷A遺跡と南ノ東遺跡の確認調査の結果を待っ

第 1図 調査地 位置図

て、約4,000∬ を調査対象面積として、発掘調査に取りかかることとした。

平成 8年 6月 26日 から7月 8日 まで実施した確認調査では、鍛冶屋敷A遺跡から南ノ東遺跡にかけて13区画の調

査区を設定し、鍛冶屋敷A遺跡の東端から順に 1区から13区とした。調査の結果、鍛冶屋敷A遺跡では昭和55年～

59年にかけて行われた固場整備の際に削平や攪乱を受けている部分があったものの、古代のものと思われる竪穴住

居跡、土坑、溝跡等の遺構、水田耕作土と思われる土層が確認された。鍛冶屋敷A遺跡の西側から南ノ東遺跡にか

けては削平や攪乱が東側より著しく、時期不明の溝跡 1条のほかには遺構は確認されなかった。以上のことから鍛

冶屋敷A遺跡の東側の約3,000� を本調査の対象範囲とし、鍛冶屋敷前遺跡と同時に発掘調査に着手することとし

た。平成 9年 5月 2日 付で提出された鍛冶屋敷前遺跡に係る発掘届けを受けて、平成 9年 7月 1日 より両遺跡の発

掘調査を実施した。

Ⅲ.調査要頂

遺跡名

所在地

調査主体

調査担当

鍛冶屋敷A遺跡 (宮城県遺跡番号 01085、 仙台市文化財登録番号C-152)

鍛冶屋敷前遺跡 (宮城県遺跡番号 01511)

鍛冶屋敷A遺跡 仙台市太白区富田字京ノ北地内他

鍛冶屋敷前遺跡 仙台市太白区富沢字鍛冶屋敷前、熊ノ前他

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査第 2係

担当職員 確認調査 工藤哲司、竹田幸司

本 調 査 主浜光朗、平間亮輔、工藤信一郎

確認調査 平成 8年 6月 26日 ～同 7月 8日

本 調 査 平成 9年 7月 1日 ～同10年 2月 6日

調査期間



調査対象面積

調査参加者

申請者

調査協力

鍛冶屋敷A遺跡 約3,100だ (発掘面積 :約 1,550だ )

鍛冶屋敷前遺跡 約4,000ど (発掘面積 :約 2,700だ )

(野外調査・室内整理) 阿部あき子、板橋 栄子、伊藤 幸子、遠藤 福子、加藤けい子、

神崎 是夢、菊地 恵子、菊地 紘二、小松千代子、小山つるよ、斎藤喜恵子、佐藤 洋子、

佐藤 優子、関谷 栄子、富永美輪子、渡辺 節子、渡辺 芳裕、

(野外調査) 阿部 敬子、阿部みはる、阿部人重子、石井千代子、内田 節子、小川 良子、

金沢沙知子、狩野 吉則、菊地 富子、熊谷きぬ子、熊沢 とも、小林 斎美、佐藤よし子、

佐野たみえ、島崎なつ子、庄子かつえ、菅原  弘、高橋たづよ、三浦たか子、三浦つよの、

森 ミヨノ、吉田 公治、那須 孝夫、

(室内整理)嘱託 森 剛男、相沢美佐子、石川カツ子、井上里映子、及川のり子、小形 尚子

小林 由美、佐藤 悦子、高橋 弘子、千葉 朱美、橋本  孝、若生 洋子、渡辺まき子

仙台市長 藤井 黎

遠藤 昭― (町内会長)、 早川五兵衛、

Ⅲ.遺跡の位置と環境

(1)遺跡の位置

鍛冶屋敷A遺跡、鍛冶屋敷前遺跡は、」R東北本線長町駅より南西およそ 3 kmの地点、仙台市太白区富田宇京の北、

富沢字鍛冶屋敷前地内に所在する。遺跡の南方約0.5kmに 1ま名取川が、東方約4.5kmに 1ま名取川と広瀬川の合流点が

望める所である。遺跡の範囲は鍛冶屋敷A遺跡が東西約300m、 南北約150mで面積は約39,000∬ 、鍛冶屋敷前遺跡

が東西約250m、 南北約350mで面積は約58,000∬ に及ぶものと推定される。

(2)地理的環境

遺跡周辺の地形を概観すると、西側に南北に連なる奥羽山脈と、その東麓から派生する陸前丘陵、さらに東方に

宮城野海岸平野が広がっている。仙台市南部付近では、陸前丘陵を広瀬川と名取川が東流しており、その河間段丘

を青葉山丘陵 (最高標高212m)、 広瀬川以北を七北田丘陵 (標高500m前後)、 名取川以南を高館丘陵 (標高200m

前後)と 呼称されている。広瀬、名取両河川は中流域に下刻作用により、 4～ 5段の段丘地形を発達させている。

それらは古期より青葉山段丘、台原段丘、上町段丘、中町段丘、下町段丘と呼称されている。また、両河川は丘陵

を貫流した後、沖積作用により宮城野海岸平野を形成している。宮城野海岸平野は地理的条件や成因、地質などか

らいくつかに地形区分されており、仙台市南部の広瀬川と名取川の合流点付近では河間低地を郡山低地、広瀬川以

北を霞ノロ低地、名取川以南を名取低地と呼称している。

遺跡の所在する富田富沢地区は宮城野海岸平野の中でも郡山低地に所属する。郡山低地は、北東縁と南縁を広瀬

川と名取川によって画され、北西縁は長町―利府構造線で画された扇状地性の沖積面である。標高はおよそ 7～20

mである。また、広瀬川と名取川両河川沿いに自然堤防が良好に発達している他、その中央部を南北に走る自然堤

防も見られる。自然堤防の背後には後背湿地が広がっている。

富田富沢地区は郡山低地南西端部に位置し、北側に名取川の支流である魚川が曲流している。焦川は青葉山丘陵

中の太白山付近に源を発する河川で、改4雰以前には流路を変じつつ頻繁に氾濫を繰り返していたことが知られてい

る。遺跡の周辺は標高が15m～20mで、名取川と焦川によって旧河道、自然堤防、後背湿地が形成されており、現

在は水田地帯となっている。

(3)歴史的環境
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郡山低地南西端部及びその周辺には数多くの遺跡が分布しており、近年の開発の進展に伴い仙台市内でも発掘調

査が比較的多く行われている地域である。これまでの調査で各時代の様相が次第に解明されてきている。

旧石器時代では、青葉山丘陵から南に張り出した小支丘端部に山田上ノ台遺跡、北前遺跡がある。中期及び後期

旧石器時代の文化層が確認され各種の石器が出土している。また、沖積面に位置する富沢遺跡では後期旧石器時代

の森林が検出され、樹木や石器の他に焚き火跡や、動物の糞などが検出されており、すでにこの時期には沖積地ま

で生活の場が広がっていたことが明らかになっている。

縄文時代では、丘陵地から沖積地まで広範囲な地域に遺跡の分布が見られる。前述の小支丘端部や低位の段丘上

に、人来田遺跡、山田上ノ台遺跡、北前遺跡、三神峯遺跡、上野遺跡等の遺跡がある。早期から後期にかけての遺

構や遺物が検出されている。低地には自然堤防上や自然堤防から後背湿地にかけて下ノ内浦遺跡、山口遺跡、下ノ

内遺跡、六反田遺跡、大野田遺跡、伊古田遺跡、王ノ壇遺跡等がある。早期から晩期にかけての遺構や遺物が検出

されている。特に下の内浦遺跡では早期末葉の竪穴住居跡や後期前葉の配石墓群が検出され、大野田遺跡でも後期

前葉の配石墓群を伴う配石、集石、列石等の祭祀遺構群が検出されている。更に郡山低地東部の郡山遺跡、北目城

跡では後期後葉から晩期にかけての遺構や遺物が検出されている。これらの自然堤防上の地域は居住域として後世

に連続している。

弥生時代では、遺跡数は減少するが、丘陵部から低湿地まで、広範囲な遺跡の分布が見られる。丘陵上には土手

内遺跡、段二部には船渡前遺跡等があり、竪穴住居跡や遺物包含層が検出されている。低地の自然堤防上から後背

湿地にかけては西台畑遺跡、下ノ内浦遺跡、富沢遺跡、山口遺跡等の遺跡があり、前 2者からは甕棺墓や墓壊、竪

穴遺構等が検出され、後 2者からは水田跡が検出されている。これらに伴う集落跡は明らかではないが、後背湿地

周辺の自然堤防上や段丘縁辺部に存在すると考えられている。

古墳時代では、更に遺跡の分布範囲が海岸近くの浜堤上にまで広がっている。高塚古墳をみると、丘陵頂部から

麓にかけて三神峯古墳群、裏町古墳、一塚古墳、二塚古墳等があり、さらに原遺跡では11基の古墳が検出されてい

る。低地の自然堤防上には魚川を挟んで北側には兜塚古墳、教塚古墳、金岡古墳等があり、南側には春日社古墳、

王ノ壇古墳を含む大野田古墳群がある。その他に丘陵斜面には横穴墓群が多数みられ、埴輪窯跡や須恵器窯跡があ

る。集落跡は丘陵上の土手内遺跡の他、自然堤防上に六反田遺跡、下ノ内遺跡、伊古田遺跡等がある。富沢遺跡か

らは水田跡が検出されている。また、王ノ壇遺跡から山口遺跡にかけての地域では古墳時代後半から奈良時代にか

けての畑耕作に関係すると考えられる小溝状遺構群が広範囲に検出されている。一方、名取川と広瀬川の合流点の

遺 跡 名 立   地 Fr  別 年 代 No 避 跡 名 立   地 TT  別
山団上ノ台遺跡 段丘 rT_落跡 十日石器(前 後)糾文(早  11 後)平安 近性 後河原遺跡 ユ米lLPll 後背i“地水HJ跡 弥生 奈良 平安 中世 近 L

2 】ヒ前辿跡 斐丘 終落跡 日石器 (前 後).縄文 (早 ,中 )・ 平安 近と 27 栗述跡 自然堤防 集落跡 祐,生  古墳 余良 平安
3 入来団遺跡 段Jl rJ_落跡 縄文 (中 )弥 生 1音水遺跡 自然堤防 II_洛跡 弥生 占jll 奈良 平安 中世
三神楽避跡 丘陵 集落跡 世E文 (前・中)平 安 剰

`山

遺跡 自然堤防 官紆跡 寺院跡 ll文 (後 晩)弥』i(中)古墳 奈良 平安
5 山口遺跡 白ムlt防  後音湿地 集落ll 水日跡 紐文 (早  晩)弥 4と 陛奥国分寺跡 段 E 寺院跡 奈史 平安
6 上野遣跡 斐丘 集落跡 縄文 (中 )奈 良 平安 31 陸奥目分尼寺跡 段 E 寺院跡 奈良 平安
下ノ内遺跡 自然

j/1防
集i/4跡 電文(中  晩)弥生 古墳 奈A 平安 中世 宙沢遺跡 自然泥1打  後背祀地 ユ含JL 水I‖ 14 ロイ「希(後 )祀文 竹どと ,「噴 弁史 平安 中世 ・F世

8 下ノ内1甫遺跡 自然堤防 集落跡 ll文 (早 前 後)弥4 古墳 奈貞 平安 中世 三神峯古墳辞 丘 陵 円rrt 古墳

9 六反田遺跡 自然堤防 集落跡 祀文 (呵卜晩)殊生 古墳 奈良 平安 中世 土手内横穴基群 丘陵斜面 4JIt穴薬fflf 古娯 (末 )

金剛1寺員塚 段 丘 貝塚 樋文 前 後 晩 ) 速兄塚古IA 日然発 llt 前方後μlllt 占IIl

給渡前遺跡 段丘 包含地 縄文 弥生 奈良 平安 憂町占墳 丘陵楚 前方後Pl墳 古
jFt
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西側には、多賀城以前の官衡跡である郡山遺跡とその付属寺院である郡山廃寺がある。

奈良・平安時代では、自然堤防上に山口遺跡、下ノ内浦遺跡、下ノ内遺跡、大野田遺跡、元袋遺跡等があり、山

口遺跡では水田跡と集落跡が、その他の遺跡では集落跡が検出されている。富沢遺跡、山田条里遺跡では水田跡が

検出されている。

中世から近世にかけては、丘陵上に茂ケ崎城跡、熊野堂大館等があり、平野部でも鍛冶屋敷前遺跡の北側に隣接

した富沢館跡や北目城跡等数多くの城館が建てられ、宮沢遺跡や山口遺弥では水田跡が検出されている。中世では

王ノ壇遺跡や柳生台畑遺跡、中田南遺跡で屋敷跡、大野田古墳群では道路跡、近世では元袋遺跡で御仮屋と考えら

れる屋敷跡、山田条里遺跡で屋敷跡の一部と考えられる堀跡が検出されている。

以上のように富田、富沢地区周辺地域には、旧石器時代から現代まで各時代に亘たって連綿と人間生活の痕跡が

見られ、仙台市南部の遺跡群を形成している。

Ⅳ。調査の方法と経過

(1)確認調査 (第 3図 )

平成 8年度に実施した鍛冶屋敷A遺跡から南ノ東遺跡にかけての確認調査は、道路建設予定地全域を汁象範囲と

し、鍛冶屋敷A遺跡に 7区、鍛冶屋敷A遺跡と南ノ東遺跡の間に4区、南ノ東遺跡に 2区の調査区を設定し、鍛冶

屋敷A遺跡の東端から順に 1区から13区 とした。確認調査の結果、鍛冶屋敷A遺跡に設定した 1区、 2区では昭和

55年～59年にかけて実施された園場整備の際に大規模な削平や攪乱を受けており、遺構は残存しなかった。 3区か

ら5区 にかけては古代のものと思われる竪穴住居跡ないし掘り方 7基、土坑 5基、溝跡 2条、ピット等の遺構が確

認され、土器、石器などが出土した。 6区、 7区では時期は不明であるものの水田作土と思われる土壊が灰白色火

山灰を含む層の上部に確認された。 7区の西側から南ノ東遺跡にかけては削平や攪乱が東側より著しく、時期不明

の溝跡 1条が確認されたのみで他に遺構は確認されず、若千量の遺物が出土したのみであった。これらのことを受

けて、鍛冶屋敷A遺跡に設定した 3区から5区にかけての範囲は全域にに本調査区を設定し、 6区、 7区について

は水田作上の時期決定のために水田作土と思われる土壌が確認された 6区及び 7区の東半部に本調査区を設定する

こととし、 1区、 2区及び 7区の西半部より西側は本調査の必要は無いものと判断された。

(2)本調査

本調査は確認調査によって遺構の状況

が把握されている鍛冶屋敷A遺跡から実

施し、その後、鍛冶屋敷前遺跡の調査に

着手することとした。鍛冶屋敷前遺跡の

遺構の検出状況によって調査期間を検討

し、次年度まで延長するかどうか判断す

る予定で開始したが、遺構の検出状況は

希薄であり、遺物の出土量についても特

に多量に出土することが予想されなかっ

たことから鍛冶屋敷前遺跡についても平

第 3図 調査区位置図・確認調査区配置図



成 9年度中に調査を終了することとした。

野タト調査は平成 9年 7月 1日 より開始し、平成10年 2月 6日 に終了した。

鍛冶屋致A遺跡 (第 3図、 4図 )

鍛冶屋敷A遺跡では、発掘調査以前に道路予定地を横断する水田作業のための乗り入れ用通路が 6か所敷設され

ていたため、調査区はそれらの間に設定し、調査区の名称について確認調査時の調査区名を変更して、西側から順

に 1区から5区 とした。調査にあたっては、予定道路のセンター杭のNo34杭を原点として、No24と配34を 結ぶ線を

東西の基準線とし、これに直交して南北の基準線を設定した。この基準線を基にして10m× 10mの グリットを設定

した。調査は東側の 5区から西狽Iの 1区へ向かって重機を用いて表土を除去し、その後人力によって遺構検出、精

査を行った。遺構精査は西側の 1区から東へ向かって進めた。 1区、 2区で現代の水田作上の下層に確認調査の際

に認められた水田作土は検出されず、確認調査で確認された水田作土の時期は明らかにできなかった。 3区から5

区にかけての 3層面で、古代の竪穴住居跡 4軒、土坑21基、溝跡 6条、河川跡等の遺構と土師器、須恵器、鉄製品、

鉄津等の遺物が出土した。 4区及び 5区の北壁際で排水と下層の観容を兼ねた側溝を掘 り下げた際、下層から縄文

土器が出土したため、他の調査区の壁際にも側溝を掘り下げたところ4区の東側から5区全域に縄文時代後期の土

器が包含される土層が認められた。更に東側へ拡がることが想定されたため当初は確認調査時に遺構、遺物共に検

出されていないことから本調査区から除いていた確認調査時の 2区を本調査の 6区 として設定し、包含層上面まで

重機で上層の土層を除去し、 トレンチを設定して調査し、遺物の包含状況によって全面の掘 り下げを行うか判断す
ることとしたが、遺物の密度が極めて低かったことから全面の調査は行わなかった。

古代の遺構面の調査が終了した部分から下層の調査に移行したが、 4区の縄文後期の遺物包含層の上層で配石遺

構と列石、石組み炉等の遺構が検出された。

縄文後期の遺物包含層の調査は 4区及び 5区の全域と6区に設定したトレンチで行った。遺物包含層上面まで重

機で土層を除去した後、人力で精査した。遺物包含層の上面で竪穴住居跡 2軒の他、倒木痕が検出された。遺物包

含層の下層の上面では、竪穴遺構 1基、土坑12基、ピット、倒木痕等が検出され、多数の縄文土器、石器等が出土

した。

鍛冶屋敷前遺跡 (第 3図、58図 )

鍛冶屋敷前遺跡の遺跡発見時には遺跡内の道路予定地内を横断する水路の東側の大部分の範囲で水田耕作土の黎

取り工事が行われ、遺構面以下まで掘り下げられた部分も認められていた。工事の中断後、発掘調査開始までの間

遺構面保護の処置がとられなかったため遺構面はかなり荒れた状態になっていた。発掘調査開始時には道路予定地

を横断する水田作業のための乗り入れ用通路が 2か所、埋設管が 2か所敷設されていたため、調査区はそれらの間

に 6か所設定した。西から2番 目の調査区は面積が狭かったため、 3番 目の調査区と合わせて 1つの調査区とし、

西側から順に 1区から5区とした。調査にあたっては、鍛冶屋敷A遺跡と同様にセンター杭の血12と _No21を結んだ

線を東西の基準線とし、これに直交して南北の基準線とした。この基準線を基にh21杭から西へ60m延長して10

m× 10mの グリットを設定した。調査は東狽Iの 5区から西側の 1区に向かって重機を用いて表土を除去したが、 4

区から2区の東半部までは水田耕作土の黎取りの残りの部分のみであったため、人力で表土を除去した部分もある。

その後、人力によって遺構確認、精査を行った。精査は東側の 5区から西へ向かって進めた。 3層面で古代の竪穴

住居跡 2軒、土坑35基、溝跡 5条、河川跡等の遺構と土師器、須恵器等の遺物が出土した。 5区の南、北壁際で排

水と下層の観察を兼ねた側溝を掘り下げた際、下層から縄文土器が出土したため、他の調査区の南壁際の側溝を掘

り下げたところ 1区の西端と2区の東半から4区の東寄りまでの範囲で縄文土器が包含される土層が認められた。

古代の遺構面の調査が終了した部分から下層の調査に移行したが、側溝での遺物の出土量から5区は遺物包含層

として土層の分布する範囲全域を掘り下げ、他の調査区では調査区の中央に2m幅、南壁際に2m幅のトレンチを



設定し、遺構の検出など必要に応じてトレンチを拡張して掘り下げることとした。その結果、石組炉 2基、地床炉

2基、土坑 9基、倒木痕等が検出され、多数の縄文土器、石器等が出土した。

遺物包含層からの遺物の取り上げについては、鍛冶屋敷A遺跡 4区、 5区、鍛冶屋敷前遺跡 5区の10m× 10mの

グリットを更に2m× 2mの小グリットに分害Jし、北西を1と して東へ 5ま で、 2段目を 6～ 10ま でとし、順に25

まで番号を付して小グリット毎に取 り上げた。

実測図は、調査区全体に設定したグリットを基準とした簡易遣り方を設け、調査区全体を1/40の平面図、1/20の

土層断面図を作成し、各遺構は1/20の平面図、土層断面図、必要に応じて1/10の 図面を作成した。記録写真は、35

mm版及び 6× 7版の白黒及びカラーリバーサルを用い、調査の進行状況を随時35mmカ ラープリントで撮影した。

V.鍛冶屋敷 A遺跡

〔1〕 基本層序 (第 5図 )

調査区が細長い範囲にわたるため、土性、土色などに若干の違いは見られるが I～Ⅵ層まで大別 6枚、細別16枚

の層が確認された。

I層 は、 2層 に細分される。暗褐色～灰黄褐色で、シルト質土壌である。現代の水田作土であると考えられる。

Ⅱ層は、 2層 に細分される。黒掲色の粘土層である。調査区の西寄りでは顕著にみられるが、 3区以東では島状

に分布する部分がみられる程度である。

Ⅲ層は、 3層に細分される。にぶい黄褐色～灰責褐色の砂質シルト層である。本層上面で検出された河川の削平

により、 4区以東でのみ分布が確認されており、西側にはみられない。本層の上面及び本層上面検出の河川跡上面
が古代以降の遺構検出面であるが、下層のⅢb層上面でも古代の竪穴住居跡が検出されている。層中には古代以前

の遺物が含まれている。また、 6区では攪拌された状態で検出され、二次堆積の層であると考えられる。

Ⅳ層は、 4層 に細分される。灰黄褐色～黒褐色で、砂質シルト～粘土層である。Ⅲ層同様 4区以東に分布してい

る。Ⅳa層は 4区西半部のみにみられ、上面で詳細な時期は不明であるが、縄文時代の後期以降の集石遺構、配石

遺構等が検出されており、 4区以東のⅣb層の上面が縄文時代後期の遺構検出面である。 4区～ 5区にかけて縄文

時代後期の遺物包含層を形成している。また、 6区では 2層 に細分されるが、攪拌された状態で検出され二次堆積
の層であると考えられる。

V層は、にぶい黄褐色の粘土層である。Ⅳ層と同様の分布状況を示している。本層上面が縄文時代後期以前と考

えられる遺構の検出面である。本層以下は無遺物層となっている。

Ⅵ層は、 4区の中央部の深掘区でのみ確認したもので、調査区全域での状況は不明である。このため、一括して

Ⅵ層とした。ttNo12～層恥15はにぶい黄褐色～オリーブ色で、粘土質シル ト～シルト質粘土層、層No16は褐色の粗

砂層で、下部につれて砂粒が大きくなる。

〔2〕 検出遺構と出土遺物

今回の調査では、古代以降の遺構がⅢ層上面で竪穴住居跡 3軒、土坑21基、溝跡 6条の他、性格不明遺構 1基、

河川跡、ピットが検出され、Ⅲb層上面で竪穴住居跡 1軒が検出された。縄文時代の遺構として、Ⅳa層上面で、集

石遺構 1基、配石遺構 2基、石組み炉 1基、更に下層のⅣb層上面で竪穴住居跡 2軒の他、倒木痕、V層上面で竪

穴遺構 1基、土坑 9基、倒木痕、ピットが検出された。遺物は整理用平箱 (テ ンバコ32)に して30箱程度の出土量

である縄文土器、土師器、須恵器、土製品、石器、石製品、金属製品等がある。
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(1)古代以降の遺構 と出土遺物

竪穴住居跡

SI-1竪穴住居跡 (第 3図 )
〔遺構の確認〕本住居跡は確認調査時に確認されていたものである。 4区中央南東寄りのB-9。 10グ リットに位
置し、Ⅲ層上面で確認された。確認調査時には、住居跡の全体が確認されていたが、本調査時には住居跡東半部の

東壁及び南壁、北壁の一部が検出されたのみで西半部は削平のためか検出されなかった。本住居跡はSK― ユ9、 20、

ピットと重複関係にあり、それぞれが本住居跡を切っていることから、本住居跡が古い。

〔平面形・規模〕平面形は南北4.Om、 東西3.Om以上の方形を基調としたものであると考えられるが、南東隅がやや

凹んでいる。東壁を基準とした方向はN-0° 一E,Wである。

〔堆積土〕3層 に大別される。全体的に炭化物、焼土が混入している。

〔壁 面〕最も保存の良い南壁で 9 cmと 残存状況は良くない。床面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上が
る部分も見られる。

〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。南壁際に床面下の土坑上面を床面としている部分がある。凸凹はな
く平坦である。

〔柱 穴〕床面で10個のピットが検出された。規模、配置から住居東側のP2・ 7が柱穴であると考えられるが西
側の柱穴についてはピットが検出されず不明である。

〔カマド〕住居跡東壁南寄りに付設され、燃焼部、煙道部、煙出しピットが検出された。燃焼部は幅75cm、 奥行き

85cmでやや煙道に食い込んでおり、中央部が幅50cm、 深さ20cmの凹みになっている。左側壁は崩れており、壁面は

残存していないが、中央の凹み及び右側壁、奥壁は火熱により赤変している。煙道部は煙出しピットを含めた長さ

155cm、 幅15～ 25cm、 深さは先端部分で 4 cmと 残存状況は良くない。底面は先端部分に向かって徐々に高くなって

いる。煙出しピットは長さ50cm、 幅40cmの楕円形で、確認面からの深さは24cmである。煙道途中にピットが掘られ

ており煙出しピットから煙道部先端までは25cmあ る。その他に支脚等の施設は検出されなかった。

カマドの掘り方は、南側を貯蔵穴 1、 北側を貯蔵穴 2と ピット11に よって切られており、正確な規模は不明であ

るが、幅130cm以上、奥行き95cmで、深さは10cm前後、中央手前に幅65cm、 奥行き70cm、 深さ13cmの方形に一段深

く堀り凹められている部分がある。また、奥壁の左右に直径18cm～ 23cm、 深さ10cm～ 15cmの ピットが検出された。

支脚を据えるための掘り方である可能性もある。煙道部にもカマド奥壁から55cmの位置まで、先端に向かって浅く

なるが、幅14cm、 深さ5 cmの掘り方が認められた。

〔周 溝〕検出されなかった。
〔貯蔵穴〕 2個検出された。貯蔵穴 1は住居跡南東隅のカマド南脇に、貯蔵穴 2は東壁際中央部のカマド北脇にカ

マドを挟むように位置している。貯蔵穴1の平面形は長軸80cm、 短軸68cmの楕円形である。床面からの深さは34cm

で、内部から土師器郭、須恵器郭がまとまって出土した。貯蔵穴 2の平面形は長軸63cm、 短軸45cmの不整な楕円形

である。床面からの深さは23cmで ある。

〔その他の施設〕その他の施設として、住居跡南壁際の床面上に土坑が検出された。平面形は長軸160cm、 短軸110

cmの不整な楕円形で、床面からの深さは42cmである。多量の焼上の粒や塊、炭化物が混入している。

〔出土遺物〕遺物は床面近くの堆積土中及び、貯蔵穴1の底面近くから比較的まとまって出土している。遺物には

土師器郭、奏、鉢、赤焼土器郭、須恵器必、甕、鉢、鉄製品、石器類等がある。そのうち土師器郭 8点、赤焼土器

郭 1点、須恵器郭 2点、鉄製品 2点、石器 3点を図示した。
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SI-2竪 穴住居跡 (第 10図 )

〔遺構の確認〕 4区中央北側のA・ B-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。遺構は北側の調査区外に延び

ており、遺構全体を検出することはできなかった。本住居跡とSK-12、 17が重複関係にあり、それぞれが本住居
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跡を切っており、本住居跡が古い。

〔平面形・規模〕平面形は南北4.2m以上、東西3.lmの南東コーナーがやや丸みを帯びる長方形を基調としたもので

あると考えられるが、東壁のカマド部分ががやや膨らんでいる。西壁を基準とした方向はN-16° 一Wである。

〔堆積土〕5層 に大別される。炭化物、焼土が混入している層がみられる。

〔壁 面〕最も保存の良い西壁で17cmの高さで残存している。床面から急角度で立ち上がる。
〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。南東隅付近に土坑状の掘り方上面を床面としている部分がある。細
かい凸凹がみられる。南壁際では、床面がやや低くなっており、礫の上面が見える部分がある。この礫は下層の集

石及び配石遺構の一部であり、礫に当たる深さで掘り方の掘り下げを止めたものであると考えられる。

〔柱 穴〕床面で16個のピットが検出された。規模、配置からP5・ 6・ 7・ 8が柱穴であると考えられる。これ
らには柱痕跡が認められた。

〔カマド〕住居跡東壁中央よりやや南寄りに付設されており、煙道部は削平のために検出されなかったものの、燃

焼部、煙出しピットが検出された。燃焼部は幅80cm、 奥行き90cmで奥側の40cmは住居跡東壁から外側へ張り出して

いる。左側壁は崩れており、住居跡東壁から外側へ張り出した部分しか残存しないが、その残存部分と右側壁、奥

壁、燃焼部中央は火熱により赤変している。煙出しピットは燃焼部奥壁からlmの位置にあり、長軸40cm、 短軸35

cm、 深さ19cmの楕円形のもので、焼土ブロック、炭化物が多量に混入している。燃焼部の焼け面下の手前側に長軸

30cm、 短軸18cm、 深さ20cmの焼土が詰まったピットが検出された。また、燃焼部には直径60cm、 深さ20cmの掘り方

が検出され、多量の焼土、炭化物が混入していた。

〔周 溝〕検出されなかった。
〔貯蔵穴〕 2個検出された。貯蔵穴1は住居跡東壁中央部のカマド北脇に、貯蔵穴2は住居跡南東コーナーのやや

西寄りに位置している。貯蔵穴 1の平面形は長軸50cm、 短軸40cmの楕円形で、床面からの深さは23cmで ある。貯蔵

穴2は SK-17に よって一部削平されているが、平面形は長軸55cm以上、短軸40cmの楕円形で、床面からの深さは

15cmである。

〔その他の施設〕住居跡中央付近に焼け面が検出された。長軸85cm、 短軸50cmの不整形で、暗褐色に焼け締まって

おり、南側の一部が橙色に特に焼け締まり、還元状態になっている。非常に高い温度で使用された炉であると考え

られる。

〔出土遺物〕堆積土中及び床面、貯蔵穴、ピット、カマドの煙出しピット内部から出土している。遺物には土師器

郭、斐、須恵器郭、発、台付甕が出土している。その他に多量の金属製品や鉱津類、石器類が出土している。その

うち、土師器斐 2点、ミニチュア土器 1点、土製品1点、鉄製品4点、石器 1点を図示した。
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SI-3竪穴住居跡 (第司3図 )

〔遺構の確認〕 3区中央部のB-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1上面で確認された。住居跡北西

部が削平を受けており検出されなかった。

〔平面形・規模〕平面形は南北3.Om、 東西3.2mの方形を基調としたもので、南東、南西コーナーが九みを持ち、西

辺がやや狭くなっている。東壁を基準とした方向はN-0° 一E・ Wである。

〔堆積土〕2層 に大別される。床面近くには焼上、炭化物が混入している。

日
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V40m乳
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〔壁 面〕最も保存の良い東壁の南東コーナー付近で19cmの高さで残存している。床面から急角度で立ち上がって
いる。

〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。ほぼ平坦である。削平されている北西コーナー付近では下層の河川
跡の砂礫がみられる部分もあり、一部砂礫層上面が床面であった可能性もある。

〔柱 穴〕床面でピットは検出されなかった。

〔カマド〕住居跡東壁の南寄りに付設されており、燃焼部、煙道部が検出された。側壁は崩れて残っていないが、

住居跡の東壁際に側壁の残存部が検出されており、カマド中央部の床面の焼土が検出された部分までをカマドの範

囲とすると、燃焼部の規模は、幅75cm、 奥行き70cmである。焼上下には長軸35cm、 短軸20cmの楕円形に暗赤褐色に

焼け締まった部分がみられる。煙道部は長さ 100cm、 幅50～ 20cm、 深さは燃焼部との境で12cmあ り、底面は先端に

向かって徐々に高くなる。燃焼部下の掘り方は長軸80cm、 短軸50cm、 深さ13cmの楕円形で、中央に段が付いており

奥壁狽Iが一段低くなっている。また、左右の側壁下部で礫が検出されている。

〔周 溝〕検出されなかった。

〔貯蔵穴〕 1個検出された。貯蔵穴はカマド南脇の住居跡南東隅に位置し、平面形は長軸65cm、 短軸40cm、 の楕円

形で床面からの深さは17cmである。

〔出土遺物〕堆積土中及び床面、カマド内部及び底面から出土している。遺物には土師器杯、高台付郭、甕、赤焼

土器杯、須恵器郭、甕、壷、金属製品、石器等がある。そのうち土師器郭 2点、甕 2点、金属製品1点、石製品 2

点を図示した。

輔
＼
ザ
フ

g国 聡蠅膏
Э    l           10cm

性 __荀 Cm孝一ケ〕
茅離

lrm 考

ロクロ ミガキ 黒色処JIF
唯積土

3

登録番号

類  長さ(耐 幅 (mm)厚 さ(mm)重 さに 考 写真 FXl版
6 11

(1100) 11l J  57 51 445 41焼 1)

第14図  Si 3竪穴住居跡出土遺物



SI-4竪穴住居跡 (第 15図 )

〔遺構の確認〕 4区北東部A-10グ リットに位置し、Ⅲb層上面で確認された。 4区北壁際に側溝を掘り下げた際に

焼土及び土器がまとまって出土し、遺構の存在が明らかになったものである。Ⅲb層上面で確認された遺構は本住

居跡のみである。調査区を拡張して遺構全体の検出に努めたが、北東コーナーと煙道部、煙だしピットは調査区外

にあり、確認できなかった。

〔平面形・規模〕平面形は南北4.2m、 東西405mの 方形を基調としたものであるが、南辺がやや狭くなっている。

西壁を基準とした方向はN-10° 一Wである。

〔堆積土〕 2層 に大別される。全体に焼土粒、炭化物粒が混入している。

〔壁 面〕最も保存の良い東壁の南西コーナー付近で30cmの 高さで残存している。床面から急角度で立ち上がって
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いる。

〔床 面〕床面の大部分は掘り方底面を直接床面としているが、北壁際の一部に掘り方埋土上面を床面としている

部分がある。ほぼ平坦である。

〔柱 穴〕床面及び床面下で23個のピットが検出された。規模、配置からP3・ 4・ 8・ 12・ 15。 16・ 18。 19が柱

穴であると考えられるが、P3・ 4と P8・ 12、 P15。 16、 P18。 19が若千ずれて配置されており、特にP18。 19は

重複していることから、造り替えの可能性も考えられ、組み合わせは不明である。

〔カマド〕住居跡北壁中央に付設されている。前述のとおり燃焼部のみが検出された。幅79cm、 奥行き65cmで、燃

焼部の手前側の幅55cm、 奥行き30側の焼け面を中心に側壁、奥壁が火熱を受けて赤変している。側壁は遺存状況が

悪く、左右とも高さ2～ 3 cmしか残存しなかった。右側壁の幅25cmの掘り方の先端部に礫が検出されており、焼け

ていることからカマ ド袖部の補強に用いられたものであると考えられる。然焼部の下部には幅70cm、 奥行き70cmの

不整な円形で、深さ10cmの掘り方が検出された。

〔周 溝〕検出されなかった。

〔貯蔵穴〕 2個検出された。貯蔵穴 1は住居跡中央やや北西寄りのカマド西手前に、貯蔵穴 2は住居跡中央東寄り

に位置している。貯蔵穴 1の平面形は長軸130cm、 短軸70cnの瓢箪形に近い楕円形で、床面からの深さは50cmであ

る。もっとも深いところはピット状になっている。貯蔵穴 2の平面形は長軸95cm、 短軸80cmの楕円形に近い長方形

で床面からの深さは70cmである。

〔出土遺物〕堆積土中及び床面、貯蔵穴、カマ ド、ピットから出上している。遺物には土師器郭、斐、鉢、須恵器

郭、甕が出土している。その他に鉄製品、縄文土器、土製品、石器が出土している。そのうち、土師器郭 1点、奏

2点、鉢 1点、須恵器甕 1点、鉄製品 1点、土製品 1点 を図示した。

性格不明遺構

SX-1性格不明遺構 (第司7図 )

〔遺構の確認〕 3区北東端A-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1上面で確認された。 3区北東部の

北壁及び、東壁際に側溝を掘り下げた際に焼土及び、土師器がまとまって出土し、遺構の存在が明らかになったも

のである。遺構の南西部が検出されたため、調査区を拡張して遺構全体の検出に努めたが、カマ ドの一部が検出さ

れたのみで遺構の全体は確認出来なかった。

〔平面形 。規模〕遺構の全体は調査区外の東～北側に拡がっており、検出されたのはその一部であるため全体の平

面形、規模は不明であるが、調査区内では南北2.4m以上、東西5.3m以上の規模で、不整形である。円形あるいは

楕円形を基調とした平面形である可能性がある。

〔堆積土〕 3層 に大別される。焼土粒、炭化物を多量に混入している。

〔壁 面〕最も保存の良い南壁の調査区東端寄りで30cmの 高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上が

っている。

〔底 面〕掘り方底面を直接底面としているが、カマド前に掘り方埋土上面を底面としている部分がある。側溝 Iご

よって削平された部分と調査区外に拡がる部分が認められ、範囲は不明である。ほぼ平坦で大きな凸凹はない。ま

た、底面の西側に段があり、約10cm高 くなっている。

〔底面上の施設〕底面上でピットや溝は検出されなかったが、調査区内の北東隅でカマドが検出された。燃焼部の

一部が検出されたのみで、燃焼部の奥壁、煙道部、煙出しピット等は調査区外の東側へ延びていると思われ、検出

されなかった。左側壁は底面から15cmの高さで残存し、先端に礫が立てられている。右側壁は先端に立てられてい

た礫のみが存在している。燃焼部は幅70cm、 奥行きは検出された部分のみで65cmである。燃焼部内部の幅50cmの範
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囲に焼土粒、炭化物、灰が詰まっており、側壁及び側壁先端の礫が火熱を受けて赤変している。燃焼部中央に土師

器の小型奏が倒立状態で据えられており、支脚であると考えられる。カマ ドの下部には深さ10cmの掘り方が認めら

れ、側壁の礫も掘り方内に据えられていた。

〔出土遺物〕カマド上部及びカマド周辺に集中して土師器、須恵器が多量に出土した。土師器には必、高台付郭付

郭、甕があり、須恵器には杯、発、鉢がある。その他に石器が出土している。そのうち土師器イ 1点、奏 4点、須

恵器郭 5点、奏 1点、鉢 1点を図示した。

1700m全

カマド掘り方

0                2m

遺物出土状況

カマ ド

い

) mm

(あ まり赤くない)を含む。

カマ ド

備 考

店土 炭化物、焼上を含む。

3 25Y3/2     黒杷
`物

、焼 上を含む。

少質シルト炭化物、焼上を含む。

3層 中 ロクロナデ ロクロナデ

3

須恵器 イ ロクロナテ ロクロナデ ナ デ

第17図  SXll生格不明遺構・出土遺物 (1)
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土坑

SK-1土坑 (第 19図 )

2区の西壁際A・ B-3グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。調査区西壁際

の側溝によって削平され、東半部のみを確認するにとどまった。平面形は長軸115m以上、短軸0,45m以上の円形

あるいは楕円形を基調としたものであると考えられる。検出部分での長軸方向はN-3° 一Eである。堆積土は 3層

に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で17cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底

面に細かい凸凹がある。底面レベルは中央部分が最も低く、壁際が高い。遺物は出上しなかった。

SK-2土坑 (第 19図 )

2区の中央部やや西寄りB-3・ 4グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。平

面形は長軸 1.Om、 短軸0.68mの楕円形で、長軸方向はN-4° 一Eである。堆積土は単層で、灰白色火山灰が混入

している。壁面は最も保存の良い北壁で10cmと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面の

中央部が直径35cmの歪んだ円形に 9 cmの深さで凹んでいる。土師器、須恵器が出土した。

SK-3土坑 (第 19図 )

2区の中央部やや東寄りB-4グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。平面形

は長軸 0,9m、 短軸 0,7mの楕円形で、長軸方向はN-30° 一Eである。堆積土は 4層 に分けられ、焼土、炭化物、

灰を多量に混入している。壁面は最も保存の良い南壁で10cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち

上がる。底面には細かい凸凹はない。底面レベルは北壁際が最も高く、南壁が低 くなっている。また、南西壁際が

底面から10cmの深さで一段下がっており、南西壁はオーバーハングしている。土師器、須恵器が出土し、土師器杯

1点を図示した。

SK-4土坑 (第 19図 )

2区の中央部東寄りB-4グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。調査区東壁

際の側溝によって削平され、西半部を確認したのみである。SD-4溝跡、SK-6土坑と重複関係にあり、SD-4

溝跡に切られ、SK-6土坑を切っていることから、本遺構はSD-4溝跡より古く、SK-6土坑より新しい。平面

形は削平のため不明であるが、規模は南北2.lm以上、東西1.4m以 上である。南壁を基準とした方向はW-23° 一

Nである。堆積土は 4層に分けられ、焼土粒、炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い西壁で15cmの高さで

残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には細かい凸凹はない。底面レベルは北壁際が最も高く、

南壁際が低くなっている。土師器、須恵器が出土した。

SK-5土坑 (第司9図 )

2区の北西寄りA-3・ 4グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。SD-4溝

跡と重複関係にあり、本遺構が切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸20m、 短軸175mの不整な長

方形に近い楕円形で、長軸方向はW-0° 一N,Sである。堆積土は単層で、炭化物、灰白色火山灰を混入している。

壁面は最も保存の良い北壁で 7 cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面に凸凹はない。

底面レベルは中央部分が最も低く、壁際が高くなる。土師器、須恵器、石器が出土し、石器 1点 を図示した。

SK-6土坑 (第 19図 )

2区の東壁際B-4グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。東側の調査区外

に延びており、全体は確認できなかった。SK-4土坑、SD-4溝跡と重複関係にあり、それぞれに切られている

ことから、本遺構がそれぞれより古い。平面形は長軸1,05m、 短軸0.37m以上の隅丸の長方形を基調にしたもので、

長軸方向はN-0° 一E・ Wである。堆積土は 2層 に大別される。上層はシルト層、下層は細砂層である。焼土塊、

焼土粒、炭化物を多量に混入している。壁面は調査区の側溝と重複する遺構による削平で残存状況は良くないが、



調査区の壁面では北壁で45cmの 高さが確認できる。底面からおよそ30cmの 部分まで火熟を受けて赤変しており、急

角度で立ち上がる。底面に細かい凸凹はなく、平坦である。遺物は出土しなかった。

SK-7土坑 (第 19図 )

3区の北東部A-7グ リット、SK-8土坑の北に並んで位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認
された。平面形は長軸1.25m、 短軸0.80mの不整な楕円形で、長軸方向はN-11° 一Wである。堆積土は単層で微

量の炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い北壁で 7 cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立

ち上がる。底面には細かい凸凹はない。底面レベルは北壁際が最も高く、南壁際が低い。土師器、須恵器、鉄津、

石製品が出上し、土師器不 2点、石製品 1点 を図示した。

SK-8土坑 (第 19図 )

3区の北東部A-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。SK-9土坑と重
複関係にあり、本遺構が切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸0.82m以上、短軸0.60mの不整形で、

長軸方向はN-27° 一Eである。堆積土は 5層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で19cmの 高さで残存して

いる。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は凸凹しており、底面レベルは中央部が最も高く盛 り上がってお

り、壁際が低くなる。土師器が出土し、高台付郭 1点を図示した。

SK-9土坑 (第 19図 )

3区の北東部A・ B-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。SK-8土坑、
10土坑と重複関係にあり、それぞれを切っていることから、本遺構が最も新しい。平面形は長軸1.Om、 短軸0.67m

の示整な楕円形で、長軸方向はW-5° 一Nである。堆積土は 3層 に分けられ、炭化物を混入している。 3層上面

に焼け面がみられる。壁面は最も保存の良い東壁で 7 cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上が

る。底面は凸凹しており、底面レベルは一定しないが、中央部が低く、壁際が高くなる。土師器が出土した。

SK-10土坑 (第 19図 )

3区の北東部B-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。SK-9土坑と重
複関係にあり、本遺構が切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸095m以上、短軸0.70mの 不整な楕

円形で、長軸方向はN-30° 一Wで ある。堆積土は 2層 に分けられ、炭化物、微量の焼土が混入している。壁面
は最も保存の良い南壁で 7 cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は凸凹しており、

底面レベルは一定しないが、中央部が低く、壁際が高くなる。遺物は出土していない。

SK-11土坑 (第 19図 )

3区の南東端B-7グ リットに位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1河川跡上面で確認された。遺構の西側は確認
調査時の トレンチによって一部削平されている。平面形は長軸1.60m、 短軸1.25mの 不整な楕円形で、長軸方向は

N-32° 一Wである。堆積土は 2層 に分けられ、炭化物が混入している。壁面は最も保存の良い東壁で17cmの高さ

で残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は細かい凸凹が多く、底面レベルは一定しないが、中

央部が高く、壁際が低くなる。土師器、須恵器が出上した。

SK-12土坑 (第司9図 )

4区中央北側のA-9グ リットに位置し、SI-2竪穴住居跡の堆積土上面で確認された。平面形は長軸1.6m、 短
軸1.2mの 長方形で、長軸方向はN-10° 一Wである。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い東壁北側

で14cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には凸凹が多く、底面レベルは一定しな

い。土師器、須恵器、赤焼け土器、かわらけ等が出土した。中にはSI-2竪穴住居跡堆積土中の遺物 も含まれてい

る可能性がある。そのうち土師器ミニチュア土器 1点、郭 1点、かわらけ 3点を図示した。

SK-13土坑 (第 20図 )



4区中央北西寄りA-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸1.73m、 短軸12mの隅丸長方

形で、長軸方向はW-2° 一Sである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い西壁北側で 7 cmと残存状況は良

くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には凸凹が多く、底面レベルは一定しない。土師器、赤焼け土

器が出土した。
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SK-14土坑 (第20図 )

4区中央北西寄りA・ B-9グ リット、SK-13土坑の南に並んで位置し、Ⅲ層上面で確認された。削平のため南
西の一部は確認されなかった。平面形は長軸1.83m、 短軸1.lm以上の隅丸長方形を基調としたもので、長軸方向は

SK-13土坑と同方向のW-2° 一Sである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い東壁で 9 cmと 残存状況は

良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には細かい凸凹が多く、底面レベルは一定しない。土師器、

赤焼け土器が出土した。

SK-15土坑 (第20図 )

4区中央B-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸1.15m、 短軸0.7mの隅丸長方形で、長
軸方向はN-2° 一Wである。堆積土は 3層 に分けられ、少量の災化物を混入している。壁面は最も保存の良い南

壁で22cmの 高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には細かい凸凹が多い。底面レベルは

一定しないが、北壁際が最も高く、南壁際が低くなっている。土師器、須恵器が出土した。

SK-16土坑 (第20図 )

4区中央南西寄りB-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸077m、 短軸055mの不整な楕
円形で、長軸方向はW-28° 一Nである。堆積土は単層で、少量の炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い

東壁で14cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は中央部が最も低く、西側が一段高

くなっている。その比高差は 7 cmである。土師器、須恵器が出土した。

SK-17土坑 (第20図 )

4区中央A-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。SI-2竪穴住居跡と重複関係にあり、本遺構が切っ
ていることから、本遺構が新しい。平面形は長軸0.65m、 短軸0.55mの 不整な楕円形で、方向はW-26° 一Sである。
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堆積土は単層で、少量の炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い北東壁で22cmの 高さで残存している。底面

から緩やかな角度で立ち上がる。底面は東側が最も低く、西側が一段高くなっている。土師器が出土した。

SK-18土坑 (第20図 )

4区南端B-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸057m、 短軸0.48mの不整な楕円形で、

方向はW-27° 一Nである。堆積土は単層で、多量の炭化物、少量の焼土粒を混入している。壁面は最も保存の良

い西壁で34cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。土師器、赤焼け土

器が出土した。

SK―司9土坑 (第20図 )

4区南寄りB-9・ 10グリットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。SI-1竪穴住居跡、ピットと重複関係にあり、

SI-1竪穴住居跡を切り、ピットに切られていることから、本遺構はSI-1竪穴住居跡より新しく、ピットより古

い。平面形は長軸1.7m、 短軸1.17mの長方形で、長軸方向はN-2° 一Wである。堆積土は単層である。壁面は最

も保存の良い東壁南側で 4 cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。土

師器、縄文土器が出土した。

SK-20土坑 (第20図 )

4区南端B-10グ リットに位置し、Ⅱ層上面で確認された。SI-1竪穴住居跡と重複関係にあり、本遺構が切っ

ていることから、本遺構が新しい。平面形は長軸1.3m、 短軸0.9mの 不整な楕円形で、方向はN-0° 一E・ Wである。

堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で17cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立

ち上がる。底面に凸凹はないが、南東部が深さ20cmの 凹みになっている。土師器、縄文土器が出土し、土師器郭 1

点を図示した。

SK-21土坑 (第20図 )
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4区中央B-9グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。ピットと重複関係にあり、ビットに切られているこ

とから、本遺構が古い。平面形は長軸 1.Om、 短軸0,75mの 不整な楕円形で、長軸方向はN-35° 一Eである。堆積

土は 2層 に分けられ、焼土、炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い北壁で15cmの高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。底面に凸凹はないが、南西部に深さ20cmの ピットがある。土師器、須恵器、縄

文土器が出土した。

溝跡

SD-1溝跡 (第 6・ 22図 )

5区の東部A・ B-12グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。北と南は調査区外へ更に延びている。SD-2

溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っていることから、本遺構が新しい。Bラ インより南では直線的に延びており、

方向はN-7° 一Wである。北側では西へ向かって湾曲しながら延びている。確認された長さは約15mで、上端幅

は北端で 2mあ り、南へ行くにしたがって狭くなっている。下端幅は55～ 35cmで、上端幅と同様に南へ行くにした

がって狭くなっている。堆積土は 3層に分けられる。壁面は75～87cmの 高さで残存している。底面から急角度で立

ち上がり、上半部は緩やかな角度で傾斜している。底面は平坦であるが、底面のレベルは緩やかに波打っている。

土師器、須恵器、丸瓦、縄文土器、石製品が出土し、土師器奏 1点 を図示した。

SD-2溝跡 (第 6図 )

5区の北部A・ B― ll。 12グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。東と西は調査区タトヘ更に延びている。

SD-1溝跡と重複関係にあり、本遺構が古い。ほぼ直線的に延びており、方向はW-27°一Sである。確認された

長さは約12mで、上端幅は30～ 50cmで西端でやや広くなっている。下端幅は10～ 30cmである。堆積土は単層である。

灰黄褐色 (10YR5/2)砂 質シルトで、10YR5/2(に ぶい黄褐)砂質シルトを混入する。壁面は 5～ 10cmの高さで残

存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦であるが、底面のレベルは東から西に向かって緩やかに低
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くなっている。土師器、かわらけ、土製品が出土し、かわらけ 1点、土製品 1点 を図示した。

SD-3清跡 (第 6図 )

5区の南西部B-11グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。ややくねりながら延びている。方向はおよそ

W-42° 一Nである。確認された長さは約 7mで、上端幅は22～ 40cmで南端が幅65cmと広くなっている。下端幅は

5～ 12cmで上端幅に対応して南端が幅40cmと広くなっている。堆積土は単層である。黒褐色 (10YR3/2)粘 土質シ

ルトである。壁面は 3～ 12cmの高さで残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。底面のレ

ベルは南から北に向かって低くなっている。遺物は出土していない。

SD-4溝跡 (第 6・ 22図 )

2区の北東部A-3～B-4グ リットにかけて位置し、Ⅲ層上面に相当するSR-1上面で確認された。北西及び

南東の調査区外に更に延びている。SK-4・ 5。 6の各土坑、ピットと重複関係にあり、ピットに切られ、 3基

の上坑を切っていることからピットより古く、各土坑より新しい。北東恨]にやや弧を描きながら延びている。方向

はおよそW-35° 一N～W-47° 一Nである。確認された長さは約1lm、 上端幅は70～ 85c皿で、南側がやや広くな

っている。下端幅は20～40cmで上端幅に対応して南側が広くなっている。堆積土は 2層 に大別される。層No lに灰

白色火山灰が混入している。壁面は20～26cmの高さで残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦で

ある。底面のレベルは北西から南東に向かって低くなっている。土師器、須恵器、かわらけが出土し、土師器郭 1

点、甕 1点、かわらけ 1点 を図示した。

SD-5清跡 (第 6図 )

4区の北東部A-10グリットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。やや弧を描きながら廷びているが、両端は削平

のためかすばまりながら途切れている。方向はおよそW-20° 一S～W-9° 一Sである。確認された長さは約 8m、

上端幅は18～30cmで ある。下端幅は 8～ 15cmである。姓積土は単層である。灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルトで、微量

の炭化物粒を混入している。壁面は 3～ 7 cmの高さで残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦で

ある。底面のレベルは西から東に向かって低くなっている。土師器が出土した。

SD-6溝跡 (第 6図 )

4区の北東部A・ B-10グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。ほぼ直線的に廷びているが、両端は削平の

ためかすばまりながら途切れている。方向はおよそW― H° ―Sである。確認された長さは約 8m、 上端幅は18～

30cmで ある。下端幅は 8～ 15cmである。堆積土は単層である。灰黄褐色 (10YR4/2)シ ルトで、少量の炭化物粒を

混入している。壁面は 3～ 7 cmの高さで残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面は平坦である。底面の

レベルは西から東に向かって低くなっている。土師器が出土した。

ピッ ト群 (第 6図 )

2区から5区にかけてⅢ層上面及び、SR-1

では58個、 5区では22個 のピットが検出され

た。後世の回場整備や水田耕作による削平によ

って失われてしまったものも有ると思われ、遺

存状況は悪い。 2区のSD-4と 5区のSD-1

に挟まれた範囲に多く、 2区のSD-4よ り西

には 4個 のピッ トがみ られたのみである。

SD-1と SD-4は方向も似ており、何らかの

施設を区画する溝である可能性がある。ピット

上面でピットが確認された。 2区では14イ固、 3区では 5個、 4区
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群は柱痕跡が確認できるもの、埋土に共通性のあるもの、規模、深さに共通性のあるものも中にはみられるが、掘

立柱建物跡として組み合う可能性を指摘できるものは 4区の 4棟のみであり、 2、 3、 5区では掘立柱建物跡とし

て確認することは出来なかった。ピットからの出土遺物は土師器、須恵器、かわらけ、鉄津等があり、焼土や炭化

物が混入しているものも多い。図示したものは土師器必 1点、かわらけ 3点である。

SB-1掘 立柱建物跡 (第23図 )
4区の北西部A・ B-8'9に 位置し、Ⅲ層上面及びSR-1上 面で確認された。位置的にSK-13・ 14土坑と

重複していると思われるが、直接の新旧関係は不明である。東西 2間、南北 1間以上の南北棟と考えられる。南側

柱列では635m、 東側柱列では5.85m以 上、西側柱列では695m以上である。方向は西側柱列でN-11° 一Wである。

Plか ら土師器、かわらけが出土した。

SB-2掘立柱建物跡 (第23図 )

4区の北半部A・ B-9に位置し、Ⅲ層上面で確認された。位置的にSI-2、  4竪穴住居跡、SK-12、 13、 17土

坑、SD-5、 6溝跡と重複しており、直接の関係はSI-4竪穴住居跡、SD-6溝跡を切っていることから本遺構

が新しい。その他の遺構との直接の新旧関係は不明である。東西 3間、南北 1間以上の東西棟と考えられる。南狽I

柱列は12,7mで あるが、南東隅がP30と すると70mと なる。西側柱列では5.6m以上である。東側柱列では3,7m以上、

P30からでは3,75m以上となる。この東側の柱がP30あ るいは49で北に折れなければ、南側柱列が更に東へ延び、L

字型の塀あるいは柵のようなものであることも考えられ、その場合は南側柱列の長さは17m以上となる。方向は南

側柱列でE-13° 一Nである。P12、 24、 49か ら土師器、須恵器が出土した。

10YR5'4(に ぶい責協)の砂質シルトブロンクを

10YR4/3シ ルトブロノクを少量
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SB-3掘立柱建物跡 (第23図 )

4区の中央南寄りB-9,10に 位置し、Ⅲ層上面で確認された。SI-1竪穴住居跡、SK-19、 21土坑と重複して

おり、それぞれの遺構を切っていることから、本遺構が新しい。また、位置的にSB-4建物跡と重複しているが

直接の新旧関係は不明である。北西隅の柱穴は確認できなかったが東西 2間、南北 1間の東西棟と考えられる。南

側柱列は7.4mで ある。西側柱列では4.85mで ある。東側柱列では5,15mと 考えられる。北偵I柱列は7.85mと 考えら

れるが、更に東のP51ま で延びて114mと なり、それに紺応して南側の柱列も長くなることが考えられる。また、

北側柱列がP51か ら更に東へ延び、SB-3建物跡に取りつく塀あるいは柵のようなものであることも考えられ、そ
の場合は北側柱列の長さは14.9m以 上となる。方向は南側柱列でE-19° 一Nである。P16、 45、 51、 から土師器が、

P44か ら丸瓦が出土した。

SB-4掘立桂建物跡 (第23図 )

4区の南東寄りB-9,10に 位置し、Ⅲ層上面で確認された。SI-1竪穴住居跡と重複しており、本遺構が切っ

ていることから、本遺構が新しい。また、位置的にSB-3建物跡と重複しているが直接の関係は不明である。東

西 2間、南北 1間の東西棟と考えられる。南側柱列は 5,9mである。西側柱列では3.35mである。東側柱列では4.85

mである。北側柱列は6.lmである。方向は南側柱列でE-16° 一Nである。P58から土師器が出土した。

SR-1河サ|1跡 (第 6図・26図 )

〔遺構の確認〕 1区～ 4区の西寄りA～C-1～ 9にかけて位置し、Ⅱ層下面で確認され、 4区まで遺構検出作業が

進んだところで東岸が明らかになったものである。西岸は西側の調査区外であると考えられる。検出層位はⅢ層上

面である。南北方向のものであると考えられるが流れの方向は不明である。

〔堆積土〕 1区では33層、 2区では32層、 3区で16層、 4区で 9層 に細分されるが、それぞれの対応関係は不明で

ある。特に 3区では砂利層、礫層が検出面に見られる部分があり、 4区の 6層 はⅣb層遺物包含層に対応し、壁際

に堆積している。また、 4区のA～C-9以西では、上面が古代以降の遺構確認面となっており、古代には大部分
が埋まっていたものと思われるが、灰白色火山灰を混入する層もあり、出土遺物からも古代以降にも完全に埋まり

きらなかった部分もあったことが考えられる。

〔壁面・底面〕壁面は 3区で検出された。底面からの立ち上がりは不明であるが、緩やかに立ち上がり、検出面近

くで更に緩やかな角度になっている。 1区の西側で底面の一部が検出され、人頭大～手のひら大の礫が積み重なっ

て、南東方向に緩やかに下がっている。

〔出土遺物〕土師器、須恵器、縄文土器、赤焼け土器、かわらけ、石器、石製品等が出土している。これらは全て

混在して出土した。これらのうち縄文土器 2点、土師器杯16点、高台付郭 2点、須恵器郭 2点、甕 2点、赤焼土器

郭 2点、かわらけ 4点、土製品 2点、石器 4点、石製品 1点を図示した。
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第25図 SRl河川跡出土遺物 (1)
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(2)縄支時代の遺構 と出土遺物

Ⅳa層検出遺構

配石遺構

1号配石 (第31図 )

〔遺構の確認〕 4区の中央A・ B-9グ リットに位置している。上層検出のSI-2竪穴住居跡の床面及び掘り方底面

で既に配石の上面が表面に現れていたものである。Ⅲ層を除去しⅣ層上面 (遺物包含層上面)を検出しようとした

際に遺物包含層の上位の上層の上面で全体が現れたものである。確認面はⅣa層上面ということになる。配石遺構

とその南西及び北西に配石に伴う形で弧状に延びる列石が確認された。これらには重複関係は認められず、一体の

遺構であると考えられる。また、列石の北西端の北に隣接して 2号配石が検出され、南側の列石をはさんで焼土遺

構が 2基検出されている。これらの遺構との直接の関係は不明である。

〔平面形・規模〕配石部分は弧状の列石から北東に方形に張り出すような形になっており、一部にSI-2竪穴住居

による削平で礫が抜けている部分もみられるが、列石部分を含めると一辺1.3mの方形である。列石から張り出し

ている方向はE-30° 一Nである。
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列石は長軸6.5m前後、短軸5.5m前後の楕円形であったものがSR-1河川跡等によって削平され、配石の南側と

西側に弧状に残存したものか、本来が弧状のものであったのかは不明であるが、約30cmの幅に礫が並べられている。

〔配 石〕配石はやや平らで長楕円形あるいは長方形の礫を立て並べている。北辺沿いは一部を除いて礫が外され

ているため、その状況は明らかではないが、南辺沿いにはやや厚みのある礫を並べ、東半部は東辺に沿って南辺同

様やや厚みのある礫を並べ、中央近くには小振りの礫を並べている。中央部から列石迄の間は厚みのない小振 りの

礫を列石から張り出している方向に並べている。いずれの礫も平らに敦き並べたものより、立てて並べているもの

が多いところが一つの特徴である。

礫の下部には掘り方が検出された。二段構造になっている。上段の平面形は南北1.3m、 東西1.25mの不整な五角

形である。壁の高さは 5 cm～ 13cnで底面から緩やかに立ち上がる。下段は底面の北西側に掘り込まれている。平面

形は東西1.03m、 南北0.6mの不整な隅丸の長方形である。壁の高さは15cmで、底面から緩やかに立ち上がる。全体

の深さは約30cmである。下段の長軸方向はE-42° 一Nで、集石の方向と約12° ずれている。堆積土は4層 に分け

られ、炭化物が混入しているが、その他の混入物は見られなかった。

〔列 石〕配石の北西部にSI-2竪穴住居跡の掘り方によって削平されている部分があり、礫は削平部分の南側に

多く残存し、西側ではほとんど残っておらず、掘り方と考えられる幅30cmの溝が検出され、礫が疎らに見られるの

みである。弧状に残存している部分の弦に当たる線の方向はN-28° 一Wで配石の方向とほぼ垂直の方向を指して

いる。列石に用いられている礫は配石に接している部分では、20cm前後の比較的大振りのものであるが、その他の

部分では10cm以下の小振 りのものである。配石と同様に礫は立て並べられているものが多い。

礫の下部の掘り方は配石に接する付近が最も幅が広く35cm～ 50cmあ り、西端部で25cmで ある。壁の高さは 3 cm～

10cmで、底面から緩やかに立ち上がり、断面形は緩やかな「U」 字形である。底面は凸凹しており、一定しない。

底面レベルは配石に接する付近が最も低く、両端に向かって徐々に高くなる。礫は掘り方底面に接しているものと、

底面から浮いた状態のものがある。

〔出土遺物〕配石及び列石の掘り方から縄文土器細片が出土している。また配石及びアU石中に礫石器が転用されて

いた。そのうち石器 6点、石製品 1点を図示した。

2号配石(第 30図・31図)     せ
〔遺構の確認〕 4区の北東寄りA-9

グリット、 1号配石西端の北西に隣

接して位置し、Ⅳa層上面で確認され

た。他の遺構との重複関係はない。

〔平面形・規模〕配石は 4個の礫が

残存していたのみであったが、精査

の結果、 4個の礫の他に 5か所の礫

1710mム

0                         2m
|

の抜き取り痕と土坑を検出した。残存する礫と礫の抜き取り痕から配石の平面形、規模は長軸09m,短軸0.65m程

と考えられる。長軸方向はN-43° 一Wである。

〔土 坑〕土坑は長軸0,75m、 短軸045mの楕円形である。堆積土は単層で、炭化物、焼土粒、白色砂粒を混入して
いる。壁の高さは 5 cmで、底面から緩やかに立ち上がる。底面に凸凹はみられず、底面レベルは中央が最も低く、

壁際に向かって徐々に高くなる①

〔出土遺物〕配石上面、土坑内部から遺物の出土はなかったが、配石中に礫石器が転用されていた。

3号配石 (第32図 )

第30図  2号配石
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〔遺構の確認〕 4区の北東寄りA-9グリット、 1号配石の列石北側部分の掘り方底面で 1号配石の列石と方向が

若干異なる礫の列が検出され、精査の結果、疎らではあるが礫が並ぶ部分と散乱する部分、掘り方と思われる溝を

確認した。これらを3号配石とした。確認されたのはⅣa層上部である。

〔平面形・規模〕配石は 1号配石の掘り方に重なっている部分があり、屈曲する部分もあるが、ほぼ一列に礫が並

べられている。北側に散乱している礫は列から外れたものであると考えられる。礫は約3.6mの長さに並んでいる。

礫の方向は屈曲部の西がW-23° 一S、 東がW-12° 一Nである。

〔掘り方〕掘り方は 1号配石の配石部分の掘り方の北から削平を受けている部分を除いて計 4mの長さで検出され

た。屈曲しながら西へ延びている。幅は7～ 12cm、 深さは 1号配石の列石部分の掘り方による削平で 2 cm前後と残

存状況は良くない。底面は礫の痕跡か凸凹がみられるが、レベルはほぼ一定である。東側の掘り方の方向は弧一

28° 一Wである。

〔出土遺物〕配石中に礫石器が転用されていた。

炉跡

1号炉 (第31図・33図 )

〔遺構の確認〕 4区の中央やや北東寄りB―

9グリット、 1号配石の列石の弧状に残存し

ている部分の弦に当たる線のほぼ中央に位置

している。グリットラインに沿って土層観察

のための、先行トレンチを掘り下げ中、礫が

南lmttB9
東3m

0                           2m ぶ

備 考

75YR3/4     暗や引ンルト

第33図 号炉



弧状に並んでいるのが検出され、更に弧状の礫の反姑側に礫の抜き取り痕跡と遺構の輪郭線を確認した。礫が火熱

を受けて赤変しており、内部に焼土や炭化物が認められたため石組炉であると判断された。位置的に 1号配石と関

連した施設の可能性があるが、確認面が 3号配石と同様、Ⅳa層上部であり、直接の関連は不明である。

〔平面形・規模〕礫が南側に多く残存 し、北側は礫が一個と二箇所の礫の抜き取 り痕跡、遺構の輪郭線しか検出さ

れなかったが、それらから直径70cmの不整な円形を基調とした平面形であると考えられる。

〔堆積土〕単層である。多量の焼土、炭化物を混入している。

〔壁面 。底面〕礫が掘り方の内側にすき聞無く並べられていたものと思われ、残存する礫の炉の内側の面が加熱を

受けて赤変しているが、礫が抜き取られている部分の壁面は赤変していない。礫には内側に傾斜しているものもみ

られる。底面まで堀 り下げると、北側の確認面下の壁面に礫が検出され、いずれも内側の面が赤変している。底面

は掘り方埋土上面から成っており、火熱を受けて赤変しているが、焼け締まった状態ではなかった。底面は凸凹は

なく平坦である。底面レベルは南側が若千高く北壁際が低くなっている。

〔掘り方〕掘り方は、長軸0.8m、 短軸0,7mの楕円形で、長軸方向はN-45° 一Eである。底面は二段になっており、

南西側が約10cm高 くなっている。低い部分では中央がもっとも低く壁際が高くなっている。

〔出土遺物〕掘り方埋土中から縄文土器片が出土し、石組中に礫石器が転用されていた。

焼土遺構

1号配石東焼土遺構 (第31図 。34図 )

4区の中央寄りB-9グ リット、 1号配石南側の列石の東に位置し、焼
土の広がりとして確認されたため、焼土遺構として取 り扱った。Ⅳa層上

面で確認され、東部は先行して掘り下げた部分に入っており、既に削平さ

れていた。他の遺構との重複関係はなく、1号配石との関係も不明である。

平面形は長軸55cm以上、短軸55cmの楕円形を基調としたものであると思

われ、土坑状に落ち込んでいる。堆積土は 5層 に分けられる。上面に焼

土層がみられ、焼土、炭化物が多量に混入している。壁は保存の良い北壁

で14cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面

は二段になっており、南西側が約 5 cm高 くなっている。底面には細かい凸

凹がある。壁面及び底面に火熱を受けた痕跡は見られなかった。縄文土器片が出土した。

1号配石西焼土遺構 (第31図 。34図 )

4区の中央やや西寄りB-9グ リット、 1号配石南側の列石の西に位置し、焼土の広がりとして確認された。 1
号配石東焼土遺構と同様に焼土遺構として取り扱った。Ⅳa層上面で確認された。他の遺構との重複関係はない。

平面形は直径約50cmの不整な円形である。堆積土は 3層 に分けられる。上面に焼土層がみられ、焼土、炭化物を多

量に混入している。壁は保存の良い西壁で12cmの高さで残存している。大部分が底面から緩やかな角度で立ち上が

るが、急角度で立ち上がる部分もみられる。底面はほぼ平坦である。壁面及び底面に火熱を受けた痕跡は見られな

かつた。遺物は出土しなかった。

Ⅳb層検出遺構

竪穴住居跡

SI-5竪穴住居跡 (第35図 )

〔遺構の確認〕 4区の南部B-9。 10グ リットに位置し、Ⅳb層上面で確認された。検出当初は7号倒木痕として掘



り下げを開始したが、壁が立ち、倒木痕ではないと考えられたため、SX-2と して掘 り下げ、出土遺物を取り上

げた。整理時に表記の遺構名に変更した。Ⅳb層上面での他の遺構との重複関係はないが、上層のSI-1竪穴住居

跡の土坑によって遺構南東壁の一部が削平されている。

〔平面形・規模〕平面形は長軸4.3m、 短軸3.85mの 楕円形である。長軸方向はE-31° 一Nである。

〔堆積土〕 3層 に分けられるが、上半部の堆積土については土層観察の処置が不十分だったため不明である。

〔壁 面〕最も保存の良い南壁で50cmの高さで残存している。大部分床面から急角度で立ち上がっているが、遺構

北東部に緩やかに立ち上がる部分がある。

〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。凸凹はなく平坦である。床面のレベルは炉の周辺が最も低く、壁際

が若千高くなっているが、その中では南壁際が低くなっている。

〔柱 穴〕床面で36個のピットが検出された。壁際に規則的に巡っている21個のピットが柱穴に関連するものと考

えられる。

〔 炉 〕住居跡中央やや南西寄りに位置する。焼け面と、それを取り巻く火熟を受けて赤変している部分が炉で

ある。焼け面は径約50cmの不整な円形で、その周囲約10cmの範囲で赤変している。焼け面下には深さ10cm程の掘り

方が認められる。また、炉の南側に炉と重複する、焼土と炭化物が混入した落ち込みが検出された。古い炉である

と考えられる。平面形、規模は、長軸120cm、 短軸100cm前 後の楕円形を基調としたものであると思われる。深さは

東側で 8 cmあ り、西側に向かって徐々に浅くなる。

〔その他の施設〕その他に周溝等の施設は検出されていないが、住居跡南壁際周辺の床面では壁際を巡るピットが
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途切れている部分がある。

〔出土遺物〕堆積土中及び床面、

うち縄文土器6点、土製品 2点、

亙③

ピットから縄文土器、土製品、景」片石器、礫石器、石製品が出土している。その

剰片石器 4点、礫石器 1点、石製品 2点を図示した。
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第36図 S15竪穴住居跡出土遺物

SI-6竪穴住居跡 (第37図 )

〔遺構の確認〕 4区の東端B-loグリットに位置している。遺構は東側の調査区外に延びており、遺構全体を確認

することはできなかった。遺構検出当初は、V層上面で確認された 9号倒木痕として掘り下げ、出土遺物を取 り上

げたが、底面まで掘り下げたところで炉跡、ピットが検出され竪穴住居跡と認定された。壁面の精査の結果、本遺

構はⅣb層上面から掘 り込まれていることが確認されたことから、Ⅳb層上面検出遺構としてここで記述する。整

理時に遺構名を表記の遺構名に変更した。Ⅳb層上面での他の遺構との重複関係はない。
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〔平面形 。規模〕平面形は長軸5.25m以 上、

短軸405mの楕円形を基調としたものである

と考えられる。長軸方向はE-45° 一Nであ

る。

〔堆積土〕 4層 に大別される。第 1層 は遺物

包含層の流入土と思われ、炭化物、焼土粒が

多量に混入しており、遺物も多い。第 4層は

床面上の火熟を受けて赤変した粘土である。

〔壁 面〕最も保存の良い西壁で27cmの 高さ

で残存しているが、調査区東壁の断面をみる

と、本住居跡北壁で33cm、 南壁で38cmの高

さで残存していたことを確認できる。床面か

らやや緩やかな角度で立ち上がっている。

〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。

凸凹は少なく、ほぼ平坦である。床面レベル

は炉の周辺が最も低く、壁際に向かって高く

なる。

〔柱 穴〕検出された範囲の床面で38イ固のピ

ットが検出された。それらのピットは柱穴に

関連するものと考えられる。壁際には29個

のピットが巡っている。

〔 炉 〕住居跡中央やや南寄りに位置する。

焼け面と、それを取り巻く火熱を受けて赤変

している部分が炉である。焼け面は長軸約

50cm、 短軸40側の不整な楕円形で、その周

囲約15cm～ 25cmの 範囲で赤変している。遺

構内の堆積土の状況から、赤変している部分

は、粘土が土手状に盛り上げられていたもの

と考えられる。赤変している部分の下には深

さ20cm程の掘り方が認められる。

〔その他の施設〕その他に周溝等の施設は検

0                                  2m

0              10cm

峠③ぴ
ｄ
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第37図 S16堅 穴住居跡・出土遺物 (1)



出されていないが、炉の西側に土坑が 1基検出された。平面形、規模は長軸75cm、 短軸65cmの不整な楕円形で、床

面からの深さは16cmあ り、壁は床面から緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。また、住居跡北西壁中央部の壁

際周辺に壁際を巡るピットが途切れている部分がある。

〔出土遺物〕住居跡北半部の堆積土第 1層から縄文土器がまとまって出土した。また、床面から一括土器が出土し

ている。その他に最1片石器、礫石器、石製品が出土している。そのうち縄文土器36点、最1片石器 8点、礫石器15点、

石製品 3点を図示した。
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第38図 S16竪穴住居跡出土遺物 (2)
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第43図 S16竪穴住居跡出土遺物 (7)

遺物包含層

4区から5区にかけてのⅣb層 には特に他の地区、層よりも多量に遺物が混入していたことから遺物包含層とし

て扱った。 4区及び 5区のA・ B-9。 10・ H。 12の各10mグ リットを各々更に北西から南東に向かって、 1～ 25

までの 2mグ リットに細分して精査を行い、遺物を取り上げた。 4区の西寄りに位置するSR-1河川跡によって

西狽Iが削平され、東側は 6区の攪乱によって範囲が確定できず、南北は調査区外に広がっており、遺物包含層とし

ての範囲は不明である。縄文土器、土製品、最J片石器、礫石器、石製品が出土している。出土遺物の時期は縄文時

代後期中葉から晩期中葉にかけてのものであるが、各時期のものが混在しており、出土状況から時期的な変遷を追

えるようなものではなかった。
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第44図 包含層出土遺物 (1)
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第46図 包含層出土遺物 (3)
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V層上面検出遺構

性格不明遺構

SX-3性 格不明遺構 (第52図 )

4区の南端B-9・ 10グ リットに位置し、 V層上面で確認された。

部の大部分が削平され、更

に南側の調査区外に延びて

おり、遺構の全体は確認で

きなかった。平面形は長軸 く
475m以 上、短軸2.8m～

4.3mの 不整な隅丸長方形

を基調としたものであると

考えられるが、遺構の大部

分が検出されず、不明であ

る。西壁を基準とした方向

はN-20° 一Wである。堆

積土は遺構の大部分が残っ

ておらず確認されたのは 1

上層のSI-5竪穴住居跡によって遺構の北東

16 Юm_ヘ

0                2m

1 5850( 磨 Ш
262〔

4区    A9-3 Ⅳ思

75( 11747 凹

第51図 包含層出土遺物 (8)
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ている。壁面は最 も保存の良い西壁南部分で

33cmで ある。大部分の壁は底面から緩やかに

立ち上がるが、東壁は急角度で立ち上がる。掘

り方底面が直接底面となっている。凸凹はなく、

ほぼ平坦である。底面レベルは北側が高く南側

へ向かって低 くなる。底面でピット8個が検出

された。配置、規模に規則性がなく、柱痕跡も

みられなかった。その他に周溝や、炉などの施

設は検出されなかった。縄文土器、石器が出土

し、景」片石器 2点 を図示した。

―越麹―む
⇔

庵

‐

脂 コ す す Jく  ＼

第53図  SX 3性格不明遣構出土遺物

SX-4性格不明遺構 (第54図 )

4区の中央北東寄りA・ B-10グ リットに位置し、V層上面で確認された。遺構の東側を上層の 3号倒木痕によ

って削平され、更に南側がSK-31土坑、西側が 7号倒木痕と重複し、それぞれに切られていることから、本遺構

が最も古い。遺構の 3方を削平されているため正確な平面形は不明であ

るが、南北37m以上、東西245m以上の規模で、方向は不明である。堆

積土は単層である。10YR3/4(暗 褐)・ 10YR2/3(黒 褐)の混在するシ

ルト層で、炭化物、10YR4/4(褐 )細砂ブロックが混入している。壁面

は最も保存の良い西南壁で1lcmと 、遺存状況は良くない。大部分の壁は

|

0     5cm

底面から緩やかに立

ち上がる。掘 り方底

面が遺構底面となっ

ている。細かい凸凹

はないが、底面の南

側に段があり、南側

が 7 cm低 くなってい

る。縄文土器、石器、

石製品が出土し、石

製品 1点 を図示 し

た。

第54図 SX4性格不明遺構・出土遺物

土 坑

SK-22土坑 (第55図 )

6区B-13グ リット南側の確認 トレンチの西寄りに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.25m、 短軸

0.88mの不整な楕円形で、長軸方向はE-40° 一Nである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い北東壁で

20cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には細かい凸凹はないが、三段になってお

り、 5 cm～ 7 cmの レベル差を持ちながら南から北へと下がっている。遺物は出土していない。

SK-23土坑 (第55図 )

6区 B-13グリット南側の確認 トレンチの西寄りに位置し、V層上面で確認された。南側の確認 トレンチの外側

L



に延びており、全体は確認できなかった。遺構は二段になっており、上部は崩落した部分で、下部が本来の遺構の

残存部分であると考えられる。上部の平面形は長軸2.15m、 短軸095m以上の楕円形を基調としたものであると考

えられ、本来の遺構の残存部と考えられる東狽Iの下部は長軸1lm、 短軸0.95m以上の楕円形で、長軸方向はE―

8° 一Nである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い北東壁で40cnの高さで残存している。底面からオー

バーハングしながら立ち上がっている。底面ほぼ平坦であるが、細かい凸凹がある。遺物は出土していない。

SK-24土坑 (第55図 )

5区の東端A-12グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.Om、 短軸085mの不整な楕円形で、

長軸方向がE-0° 一N・ Sである。西側が長軸0.85m、 短軸065mの不整な楕円形に一段深くなっている。西側の長

軸方向はN-13° 一Wである。堆積土は 6層 に分けられ、中位に焼土層、炭化物を多量に含む層がある。壁面は最

も保存の良い西側の北壁で48cmの高さで残存している。底面から急角度で立ち上がるが、オーバーハングしながら

立ち上がる部分がある。底面は二段になっており、東側が浅く、西狽1が深くなっている。東側は西側に傾斜してお

り、西側の底面と35cmの比高差がある。西側の底面はほぼ平坦である。底面レベルは南側が高く、北側が低くなっ

ている。縄文土器、石器が出土し、縄文土器 1点、礫石器 1点を図示した。

SK-25土坑 (第55図 )

5区の西端B-11グ リットに位置し、V層上面で確認された。遺構は西側の調査区外に延びており、できるだけ

調査区の拡張を試みたが、遺構全体を検出することは出来なかった。ピットと重複しており、本遺構がピットを切

っていることから、本遺構が新しい。全体の平面形は不明であるが、長軸2.4m以上、短軸14m以上の方形を基調

とするもので、東側に張出部があるものと思われる。方向は不明である。堆積土は 2層 に大別される。第 1層に焼

土、炭化物を多量に含む層がある。壁面は最も保存の良い北東壁で28cmの 高さで残存している。底面から急角度で

立ち上がるが、緩やかに立ち上がり、二段になっている部分がある。底面はほぼ平坦である。底面レベルは南側が

高く、北側が低くなっている。検出部分の北側に直径25cm、 深さ15cmの ピットが検出された。縄文土器、土製品、

石器が多量に出土し、縄文土器 8点、土製品 2点、剥片石器24点、礫石器 3点を図示した。また、堆積土中に細か

い遺物が見られたため、堆積土の 2層 をサンプリングして水洗したところ多量のチップが検出された。チップの量

は 8,300個以上でおよそ500gにのぼる。

SK-26土坑 (第55図 )

4区の中央南東寄り、B-10グ リットに位置し、V層上面で確認された。V層上面では他の遺構との重複関係は

ないが、上層のSI-5竪穴住居跡によって遺構の西半部が削平されている。全体の平面形は不明であるが、直径

0,7m前後の不整な円形を基調としたものであると思われる。堆積土は 6層に分けられる。壁面は最も保存の良い

北壁で37cmの 高さで残存している。底面から急角度で立ち上がるが、緩やかに立ち上がる部分がある。底面はほぼ

平坦である。底面レベルは南側が高く、北側が低くなっている。縄文土器、石器が出土した。

SK-27土坑 (第55図 )

4区の南寄り、B-10グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸0,8m、 短軸0.67mの不整な円形

である。堆積土は 5層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で36cmの高さで残存している。底面から急角度で

立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは中央が低く、壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土し

た。

SK-28土坑 (第55図 )

4区の中央、B-9グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は直径約1.lmの不整な円形である。堆積

土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い西壁で1lcmの高さと残存状況は良くない。底面から急角度で立ち上

がる部分と緩やかに立ち上がる部分がある。底面はほぼ平坦であるが、底面北側に直径15cm～ 25cm、 深さ 5 cm～ 8
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cmの 2個のビットがある。底面レベルは中央が低く、壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土し、景」片石器

1点を図示した。

SK-29土坑 (第55図 )

4区の中央やや西寄り、B-9グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.lm、 短軸0.97mの 不
整な楕円形で、長軸方向はW-30° 一Nである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は最も保存の良い北壁で25cmの

高さで残存している。底面から緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは南壁際が低 く、】ヒ壁際

が高くなっている。縄文土器、石器が出土し、礫石器 1点 を図示した。

SK-30土坑 (第55図 )

4区の中央やや西寄り、B-9グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.23m、 短軸0.85mの不
整な楕円形で、長軸方向はN-8° ―Eである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で30cmの 高

さで残存している。底面から急角度で立ち上がる部分と緩やかに立ち上がる部分がある。底面はほぼ平坦である。

底面レベルは南壁際が低く、北壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土し、礫石器 1点を図示した。

SK-31土坑 (第55図 )

4区の中央東寄り、B-loグ リットに位置し、V層上面で確認された。SX-4性格不明遺構と重複関係にあり、
本遺構が切っていることから本遺構が新しい。平面形は長軸2.lm、 短軸185mの 不整な楕円形で、長軸方向はN―

12° 一Wである。堆積土は 4層に分けられる。壁面は最も保存の良い北壁で35cmの 高さで残存している。大部分底
面から急角度で立ち上がり、オーバーハングした部分も見られるが、北東部分は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ

平坦である。底面レベルは中央部が低く、壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土し、縄文土器 1点、礫石

器 1点を図示した。

SK-32土坑 (第55図 )

4区の南寄り、B-10グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸0.73m、 短軸0.65mの 不整な楕円

形で、長軸方向はN-15° 一Eである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は最も保存の良い東壁で25cmの高さで残

存している。大部分底面から緩やかに立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もある。底面は小さい凸凹がある。

底面レベルは中央～南壁際が低く、北壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土した。

SK-33土坑 (第55図 )

4区の中央やや南寄り、B-loグ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.77m、 短軸1,4mの不
整な楕円形で、長軸方向はN-21° 一Wである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は最も保存の良い東壁で50cmの

高さで残存している。大部分底面から急角度で立ち上がるが、壁面中位までオーバーハングしている部分もある。

底面には緩やかな起伏が見られる。底面レベルは中央付近が低く、壁際が高くなっている。縄文土器、石器が出土

し、礫石器 1点 を図示した。
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ピット群

4区及び 5区のV層上面でピットが確認された。 4区では27イ固、 5区では10個のピットが検出された。ピットの

中には柱痕跡が確認できるもの、埋上に共通性のあるもの、規模、深さに共通性の見られるものもあるが、建物と

して組み合う可能性の考えられるものは、 5区の 1棟のみであり、他には掘立柱建物として組み合う可能性のある

ものは確認することは出来なかった。ピットからの出土遺物は縄文土器、石器があり、炭化物が混入しているもの

も多い。

SB-5建物跡 (第 60図 )

5区の北東寄り、A・ B-11グ リットに位置し、V層上面で確認された。SK-25土坑とP-25が重複関係にあり、

SK-25土坑に切られていることから本遺構が古い。東西 1間、南北 1間の建物跡である。南側柱列は2.7m、 東側

柱列は3.6m、 北側柱列は3.Om、 西側柱列は2.65mと やや歪んでいる。方向は西側柱列でN-18° 一Eである。P24、

P25、 P31か ら縄文土器、石器が出土し、縄文土器 2点、最J片石器 1点、礫石器 1点を図示した。

121C 磨 敲 凹

3 5 rX A12 SK24

堆社土 際石器 7501   55C
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第62図  ピット出土遺物 (2)

遺構外出土遺物

各区のI層～Ⅲb層の遺構に属さない基本層中出土遺物のうちの主なものを図示する。各層検出の倒木痕から出土

した遺物についてもここに掲載する。
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〔3〕 まとめ

1.Ⅲ a層上面 (3区ではSR-1河川跡上面)で検出された竪穴住居跡 3軒は、何れも住居跡東壁にカマドが付設
されている。出土遺物から平安時代のものであると考えられる。SI-2竪穴住居跡は床面中央に炉が検出され、多

量の鉄津や溶解した炉壁の破片、羽回片等が出土している。このSI-2竪穴住居跡から西北西へおよそ50m離れた

位置で、昭和60年度に送電線の鉄塔建設に関連した発掘調査が行われ、鍛冶作業場と考えられる竪穴状の遺構が検

出されており、本遺構も同様の遺構であると考えられる。また、同じⅢa層上面 (4区西半以西ではSR-1河川跡
上面)で検出された竪穴住居跡以外の遺構については、同様の年代が考えられるものが多いが、出土遺物や遺構の

重複関係から平安時代以降の遺構の存在も考えられ、それらには遺跡の東北東約400mに所在する富沢館跡と関連

する遺構が存在する可能性があると考えられる。

2.Ⅲ b層上面で検出された竪穴住居跡は、北壁にカマドが付設されており、Шa層上面で検出された竪穴住居跡 3

軒とは異なっている。出土遺物から奈良時代後半頃のものと考えられる。

3.Ⅳ a層上面で検出された 3基の配石遺構について、 1号配石は楕円形のものの一部が弧状に残存したものか、

あるいは本来弧状であったものかは不明であるが、北東部分に方形に張り出す部分があり、川原石を立て並べてい

る。北東に張り出す部分の下部に土坑が検出されたが、土坑内部に遺物は見られなかった。 2号配石は楕円形に巡

る石組みで、下部に土坑が検出されたが内部に遺物は見られなかった。 3号配石は弧状に検出されたが全体は不明

である。 1号、 3号配石は形態から同様の性格のものであると考えられるが性格は不明である。 2号配石は下の内

浦遺跡などで検出された配石遺構と同様のものであると思われる。時期が判別する遺物が出土していないため明確

な時期は不明であるが、縄文時代以外と考えられる遺物は出土していないことから、後期後葉以降の縄文時代のも

のであると考えられる。

4.Ⅳ b層上面で検出された竪穴住居跡 2軒は、何れも中央に炉が設置され、壁際に柱穴が巡り、壁際の一部に柱



穴が途切れる部分がある等、類似した構造である。SI-6竪穴住居跡の出土遺物は縄文時代後期中葉から後葉頃の

ものである。下層の遺物包含層を掘り込んで竪穴住居を構築しており、遺物包含層中の遺物が土砂とともに竪穴住

居跡内部に堆積したことが考えられることから、SI-6竪穴住居跡本来の時期を示す遺物は後期後葉のものと思わ

れ、SI-5竪穴住居跡も同様の時期のものと思われる。また、 4区、 5区のⅣb層は遺物包含層を形成しているが、

範囲は明らかではない。遺物を取り上げる際に上層のⅣa層出土遺物と分離できなかった部分や、他の層の遺物が

混入した部分があり、出土遺物は縄文時代後期中葉から晩期中葉にかけての時期のものが混在した状況を示してい

る。上面が後期後葉の竪穴住居跡の掘り込み面であることから縄文時代後期中葉から後葉にかけての時期に形成さ

れたものであると考えられる。

5,V層上面で検出された遺構のうち、土坑には壁がオーバーハングした所謂フラスコ型のものがあり、それらは

食料等の貯蔵用のものであると考えられる。その他に、どのような性格のものであるか不明であるが、堆積土中に

焼土、炭化物が多量に含まれ、多量のチップが出土した土坑がある。その他の遺構には性格不明遺構、掘立柱建物

がある。遺構の時期は上層の遺物包含層の時期や、出土遺物から縄文時代後期中葉頃と考えられる。

Ⅵ.鍛冶屋敷前遺跡

〔1〕 基本層序 (第 69図 )

調査区が細長い範囲にわたるため土性、土色などに若千の違いは見られるが、 I～Ⅵ層まで大別 6枚、細別16枚

の層が確認された。

I層は、 2層 に細分される。全体に酸化鉄を含み、集積する部分がある。現代の水田作上である。

Ⅱ層は、暗褐色系の土壌で、 I層の耕作による削平のためか調査区の一部にしか確認されず、島状に分布してい

る部分が多しヽ。

Ⅲ層は、灰黄褐色～褐色の土壌で調査区のほぼ全域に分布している。調査区の西側に向かって徐々に層厚が増し

ており、褐色がかっている。全体に。酸化鉄、マンガン粒を含んでいる。本層の上面が古代以降の遺構の検出面に

なっている。層中には古代から縄文時代にかけての遺物が含まれている。

Ⅳ層は、 5層 に細分される。黒褐色～にぶい黄褐色、粘土質シルト～砂質シルト土壌である。調査区のほぼ全域

に分布していたものと思われるが、Ⅲ層上面及び本層上面で検出された河川跡によって削平されており、 1区の西

端部、南東端、 2区南東部、 3区全域、 4区南西部、 5区東半部に分布している。西側に向かって徐々に層厚が増

し、砂質が強くなる。 5区東半部では本層の上部が縄文時代後期から晩期にかけての遺物包含層を形成している。

その他の部分では縄文時代後期から晩期にかけての遺物が少量含まれているのみである。 4区 より西側では本層下

部の上面が縄文時代の遺構検出面になっている。

V層は、 2層 に細分される。褐色～黄褐色で砂質土壌である。Ⅳ層と同じ分布状況である。 5区東半部では本層

上面が縄文時代の遺構検出面になっている。以下の層では遺物は出土していない。

Ⅵ層は、 5層に細分される。上位 2層 は褐色～暗褐色で砂質土壌であるが、粘性が強くなっている部分もみられ

る。下位の 2層 は黒褐色～暗褐色で細砂である。下部に礫が含まれる部分がある。最下層は、砂礫層～礫層で、調

査区中央部の 2区～ 3区の標高14.5m前 後の部分で検出された。他の調査区より礫層のレベルが高くなっているた

めに検出されたものと考えられる。検出された部分では北側へ傾斜している。



〔2〕 検出遺構と出土遺物

今回の調査では、古代以降の遺構がⅢ層上面で竪穴住居跡 2軒、土坑34基、溝跡 5条の他河川跡、ピットが検出

された。縄文時代の遺構として、Ⅳb層の一部が遺物包含層であり、Ⅳb層の下面 (Ⅳ c層あるいはV層の上面)で、

炉跡 4基、土坑 9基、ピットが検出された。遺物は整理用平箱 (テ ンバコ32)に して30箱程度の出土量である。縄

文土器、土師器、須恵器、土製品、石器、石製品、金属製品等がある。

(1)古代以降の遺構 と出土遺物

竪穴住居跡

SI-1竪穴住居跡 (第 67図 )

〔遺構の確認〕 4区の南端東寄り、B-17グ

リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。遺

構の北側は水田耕作土の黎取りのために削平

され、検出されなかった。いくつかのピット

と重複関係にあり、いずれのピットにも切ら

れており、本住居跡が古い。

〔平面形・規模〕平面形は南北3.4m以上、東

西3,7mの 隅丸方形を基調としたものである

と考えられるが、東側が 2.3mにわたって張

り出している。南壁を基準とした方向はE―

0° 一NoSである。

〔堆積土〕 2層 に分けられる。灰白色火山灰

と多量の焼土粒、焼土ブロックを多量に混入

している。

〔壁 面〕最も保存の良い南壁西端付近で 6

cmと残存状況は良くない。床面から緩やかに

立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もみ

られる。

〔床 面〕掘り方底面を直接床面としている。

小さい凸凹はなく、ほぼ平坦である。床面の

レベルは、北側が若干高く、南壁際へ向かっ

て徐々に低くなる。

〔柱 穴〕床面で検出されたピットは 1個の

みであり、柱穴と考えられるピットは検出さ

れなかった。

貯魔欠 J

1550nュ ≦当     1  卜上

蒻

0               1ocm

Ｓ

ど

ヨ

に

ド

1550m引

アロック、枕化物、10YRI

売上、炭イと初、マンサン,含み、25H lオ リーブ港砂質ンルトjllに 含む

OYR3/3

登録朴廿 1純 別 l rr 和

第67図 S11竪穴住居跡・出土遺物

〔カマド〕住居跡東壁南寄りに付設され、燃焼部のみが検出された。燃焼部は幅70cm、 奥行き75cmで、奥壁はやや

住居東壁から張り出す形になっている。側壁は削平されて残存しないが、中央部及び、奥壁が火熱を受けて赤変し



第68図 鍛冶屋敷前遺跡調査区配置図

一　
十
一
一
三

才

一
一
一
〓

イ
／

／

章

／　　一　　才
　
一一

/

が
一＼
一
三

理
Om

①

④

マンガン微量に含む。

鉄 'マ ンガン所々に含む。75YR47/4シ ルト斑に含む。

15YR4/6      裕 L強 い。

砂礫～礫思

第69図 鍛冶屋敷前遺跡基本層模式図

75・ 76



。電
3を

0事。

ぎ ♂ 1ド 7.6  亀

0

。51SKι帯とす 。
°   °《)

。込篭。
932掟ヮ

鰹」奥|_::
|。 。
° °
∝1◎ ず ゅ∫・ :  。韓

・  十

‐２＋

/ ヶF炉   下層調査「
/L

2区

名叛鶴 塩6

発
″
嫁1ぷ屯5'♂ lf'° 6

堺

ＳＫ２８

　

謁

孔2｀r＼ 祐�」鬱
34∫

0                             10m

V層上面

77・ 78



ている。カマドの掘り方は貯蔵穴 2と 接している。幅85cm、 奥行き77cmの不整な楕円形で深さは最も深い部分で10

cmである。

〔周 溝〕検出されなかった。

〔貯蔵穴〕 2個検出された。貯蔵穴 1は住居跡南東隅近くのカマド西脇に、貯蔵穴 2は東壁際中央のカマド北脇に

カマ ドを挟むように位置している。貯蔵穴 1の平面形は長軸65cm、 短軸53cmの不整な楕円形である。床面からの深

さは 5 cmと 浅い。貯蔵穴 2の平面形は長軸65cm、 短軸53cmの 隅丸長方形に近い楕円形で、床面からの深さは 6 cmと

貯蔵穴 1同様浅い。

〔出土遺物〕堆積土出土の遺物はほぼ床面出土のものと考えられ、その他に貯蔵穴から出上している。土師器、須

恵器が出土した。そのうち土師器甕 1点 を図示した。

SI-2堅穴住居跡 (第71図 )

〔遺構の確認〕 4区の南西寄り、B-14・ 15グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。遺構の北側は水田耕作土

の黎取りのために削平された部分と攪乱坑によって削平された部分があり、検出されなかった部分もある。SK―

21・ 22土坑と重複関係にあり、いずれの上坑をも切っており、本住居跡が新しい。

〔平面形・規模〕平面形は南北30m以上、東西3.05

mの方形を基調としたものであると考えられるが、

南西及び北西コーナーは丸くなっている。東壁を基

準とした方向はN-10° ―Eである。

〔堆積土〕 5層に分けられる。焼土粒、炭化物が多

量に混在している。

〔壁 面〕最も保存の良い東壁中央付近で15cmの 高

さで残存している。床面から緩やかに立ち上がるが、

急角度で立ち上がる部分もみられる。

〔床 面〕掘 り方底面を直接床面としているが、

SK-21・ 22土坑の堆積土を床面としている部分が

ある。凸凹はなく、ほぼ平坦である。床面のレベル

は、南壁際が若千高く、北側へ徐々に低くなる。

〔柱 穴〕床面でピットは検出されなかった。

〔カマ ド〕住居跡北壁東端で焼土と焼け面が検出さ

れた。この部分がカマドであると考えられる。側壁

及び奥壁は削平されており残存しない。焼土の範囲

は幅65cm、 奥行き40cmで、中央がやや凹んでいる。

奥壁はやや住居北壁から張り出す形になっており、

更に北東に50cm程土色の違う部分が延びているが、

住居跡の一部かカマドの一部であるのかは不明であ

る。

〔周 溝〕検出されなかった。

〔貯蔵穴〕 1個検出された。住居跡北壁際の中央、

カマドの西側に位置している。平面形は直径約80

cmの円形である。床面からの深さは27cmで ある。
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〔出土遺物〕堆積土中から土師器、須恵器が出土した。そのうち土師器甕 1点 を図示した。

土坑

SK-1土坑 (第72図 )

4区中央やや南東寄りB-17グ リットに位置している。m層上面で確認された。遺構の北側は水田耕作土の黎取

りのために削平されている。SD-3溝跡と重複しており、本遺構が切られていることから、本遺構が古い。平面

形は長軸0,95m以上、短軸0.65mの楕円形を基調としたものであると考えられ、長軸方向はW-42° 一Nである。

堆積土は単層で、焼土粒、炭化物粒を混入している。壁面は最も保存の良い東壁で16cmの高さで残存している。底

面から緩やかな角度で立ち上がる。底面に凸凹はないが、底面レベルは南壁際が高く、北半部が低くなっている。

また、西側が 5 cm程度の段になっており、北壁際に直径18cm、 深さ13側のピットが検出された。土師器が出土した。

SK-2土坑 (第72図 )

4区中央やや南東寄りB-17グ リットに位置している。m層上面で確認された。遺構の北側は水田耕作土の黎取

りのために削平されている。平面形は長軸1,3m、 短軸 0.7mの不整な楕円形で、長軸方向はN-20° 一Wである。

堆積土は 2層 に分けられ、少量の焼土、炭化物粒が混入している。壁面は最も保存の良い東壁で10cmと 残存状況は

良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面に凸凹はないが、約10cmの段になっており、南側が高く、北

側が低くなっている。南側に直径約15cm、 深さ1lcm、 北側に直径25cm、 深さ15cmの ピットが検出された。土師器、

須恵器が出土した。

SK-3土坑 (第72図 )

4区中央南端B-17グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は直径約0.7mの 不整な円形である。

堆積土は単層で、多量の焼土、炭化物粒が混入している。壁面は最も保存の良い西壁で20cmの 高さで残存している。

底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面に凸凹はないが、底面レベルは中央部が低く、壁際が高くなっている。

西側が直径約30cm、 深さ 5 cmのピット状になっている。土師器、縄文土器、焼壁の破片が出土した。

SK-4土坑 (第72図 )

4区のほぼ中央A-16グリットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取りで削平

されているものと考えられる。平面形は長軸0,7m、 短軸0.65mの不整な円形である。長軸方向はN-0° 一W・ E

である。堆積土は単層で、微量の炭化物粒が混入している。壁面は最も保存の良い西壁で1lcmと 残存状況は良くな

い。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面には凸凹はないが、底面レベルは北側が低く、南側が高くなってい

る。土師器が出土した。

SK-5土坑 (第72図 )

4区の中央北寄りA・ B-16グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取り

で削平されているものと考えられる。平面形は長軸1.17m、 短軸0.5mの不整な楕円形で、長軸方向はN-0° 一

W・ Eである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い南壁で14cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな

角度で立ち上がる。底面には凸凹はないが、底面レベルは中央が最も低く、壁際が高くなっている。遺物は出土し

ていない。

SK-6土坑 (第 72図 )

4区のほぼ中央B-16グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取りで削平

されているものと考えられる。平面形は長軸0.85m、 短軸075mの楕円形で、長軸方向はN-11° ―Wである。堆

積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い西壁で31cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち

上がる。底面に凸凹はなく、摺鉢状を呈している。土師器が出土した。



SK-7土坑 (第72図 )

4区の中央西寄りA・ B-15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取り

で削平されているものと考えられる。平面形は長軸 3.lm、 短軸は西側の幅の広い部分で1.4m、 狭い部分で0.45m

の隅丸の綾形で、長軸方向はE-1° ―Sである。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い西壁で24cm

の高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面レベルは東側が高く、西側

が低くなっている。南壁西側に直径15cm、 深さ24cmの ピットが検出された。土師器、須恵器、縄文土器が出土した。

SK-8土坑 (第72図 )

4区のやや北西寄りA-14・ 15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取

りで削平されているものと考えられる。平面形は長軸1.05m、 短軸0.95mの不整な円形で、長軸方向はE-1° ―S

である。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い南壁で 9 clllと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で

立ち上がる。底面は平坦である。底面レベルは中央部が低く、壁際が高くなっている。南西壁際に長軸30cm、 短軸

25clll、 底面からの深さ13cmの ピットが検出された。遺物は出土していない。

SK-9土坑 (第72図 )

4区の西寄り北端A-14グリットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りで削

平されているものと考えられる。平面形は長軸0,85m、 短軸0.55mの不整な楕円形で、長軸方向はN-9° 一Eであ

る。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い東壁で26cmの高さで残存している。大部分底面から緩やか

な角度で立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もある。底面は平坦である。底面レベルは北半部が低く、南半部

が高くなっている。遺物は出土していない。

SK-10土坑 (第72図 )

4区の中央北西寄りA-15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取りで

削平されているものと考えられる。平面形は長軸0.7m、 短軸0.55mの不整な楕円形で、長軸方向はN-23° 一Wで

ある。堆積土は単層で、少量の焼土粒、炭化物粒を混入している。壁面は最も朱存の良い南壁で10cmの高さと残存

状況は良くない。大部分底面から緩やかな角度で立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もある。底面は平坦であ

る。土師器が出土した。

SK-11土坑 (第72図 )

4区の中央南西寄りB-15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構の北側は水田耕作土の黎取り

のために削平されている。平面形は長軸0.95m、 短軸0.65mの不整な楕円形で、長軸方向はN-5° ―Eである。堆

積土は 2層 に分けられ、少量の焼土粒、多量の炭化物粒を混入している。壁面は最も保存の良い南壁で22cmの高さ

で残存している。大部分底面から緩やかな角度で立ち上がるが、急角度で立ち上がる部分もある。底面は平坦であ

る。土師器が出土した。

SK-12土坑 (第72図 )

4区の中央西寄りB-14グリットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りで削

平されているものと考えられる。平面形は長軸0。75m、 短軸0.6mの不整な楕円形で、長軸方向はN-45° 一Eであ

る。堆積土は単層で、多量の焼土粒、え化物粒を混入している。壁面は最も保存の良い北壁で20clllの高さで残存し

ている。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は細かい凸凹はなく、平坦である。土師器が出土した。

SK-13土坑 (第72図 )

4区の西寄りB-14グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りで削平さ

れているものと考えられる。平面形は長軸0.85m、 短軸0.8mの不整な円形で、長軸方向はN-10° 一Eである。堆

積土は単層である。壁面は15cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は細かい凸凹は
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ない。底面レベルは中央が最も低く壁際が高くなっている。土師器が出土した。

SK-14土坑 (第72図 )

4区の南端西寄りB-15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸2.05m、 短軸1.25mの不

整な楕円形で、長軸方向は31° ―Sである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い南壁で30cmの 高さで残存

している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面レベルは中央が最も低く壁際が高くなっ

ている。土師器が出土し、甕 1点を図示した。

SK-15土坑 (第72図 )

4区の南西端B-14グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸2.85m、 短軸1.Omの逆「く」

の字に湾曲した不整な楕円形で、長軸方向はN-18° 一Eである。堆積土は 5層 に分けられ、多量の焼土、炭化物

を混入している。壁面は最も保存の良い西壁中央部で 7 cmと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上

がる。底面は凸凹しておリー定しない。底面の北西部に長軸1.lm、 短軸0.8m、 深さ20cmの 不整な楕円形の落ち込

みがあり、その底面に長さ70cm、 幅65側の範囲で多量の焼土が検出された。また、東壁際に直径約30cm、 深さ20cm、

北壁際に直径約15cm、 深さ25cmの ピットが検出された。土師器が出土し、郭 2点、奏 4点を図示した。

SK-16土坑 (第72図 )

4区の南西端B-14グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。SK-17土坑、 3個のピットと重複関係に

ある。ピットに切られ、SK-17土坑を切っていることからピットより古く、SK-17土坑より新しい。平面形は長

軸3.15m、 短軸1.85mの 不整な楕円形で、長軸方向はN-13° 一Eである。堆積土は 2層 に分けられ、多量の焼土

粒、炭化物を混入している。壁面は最も保存の良い北壁で16cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立

ち上がる。底面は小さな凸凹があリー定しない。土師器が出土し、杯 1点、奏 1点を図示した。

SK-17土坑 (第72図 )

4区の南西端B-14グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構北側を後世の攪乱によって削平され、

西側の調査区外に拡がっているため遺構の全体は不明である。SK-16土坑、 1個のピットと重複関係にある。そ

れぞれに切られていることから、本遺構が最も古い。平面形は南北2.3m以上、東西1.5m以上の不整な円形あるい

は楕円形を基調にしたものであると考えられる。堆積土は 5層 に分けられ、多量の焼土、炭化物を混入している。

中には災化物層もみられる。壁面は最も保存の良い南壁で30cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立

ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは中央の北寄りが最も低く、壁際が高い。土師器、須恵器、赤焼土

器、縄文土器が出土し、土師器郭 1点、奏 2点を図示した。

SK-18土坑 (第73図 )

4区の南西端B-14グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸0,75m、 短軸06mの不整な

楕円形で、長軸方向はN-20° 一Wである。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で 6 cmの高さ

と残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは中央が最も低

く、壁際が高い。遺物は出土していない。

SK-21土坑 (第73図 )

4区の南西寄りB-14。 15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。SI-2竪穴住居跡、SK-22土坑、

23土坑と重複関係にある。SI-2盟穴住居跡に切られ、 2基の土坑を切っていることから、SI-2竪穴住居跡より

古く、 2基の土坑より新しい。平面形は長軸2.05m以上、短軸1.85m以上の不整な楕円形を基調としたものである

と考えられ、長軸方向はN-2° ―Wである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は最も保存の良い東壁で23calの高さで

残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは北側が最も低く、南側

が高い。底面北側に直径約70cmの範囲で多量の焼土が検出された。土師器、縄文土器が出土し、土師器高台付杯 1



点、甕 1点 を図示した。

SK-22土坑 (第73図 )

4区の南西寄りB-14グ リットに位置している。SI-2藍穴住居跡の床面、Ⅲ層の中位で確認された。SI-2竪

穴住居跡、SK-21土坑と重複関係にあり、それぞれに切られていることから、本遺構が最も古い。平面形は長軸
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2.3m以上、短軸1.65m以 上の不整な楕円形を基調としたものであると考えられ、長軸方向はN-8° 一Eである。堆

積土は 1層のみ残存していた。壁面は最も保存の良い北壁で 5 cmと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で

立ち上がる。底面はほぼ平坦である。土師器、縄文土器が出土し、土師器奏 1点、縄文土器 1点 を図示した。

SK-23土坑 (第73図 )

4区の南西寄りB-15グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。SK-21土坑と重複関係にあり、SK一

21土坑に切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸1.75m以上、短軸1.6mの不整な楕円形を基調とした

ものであると考えられ、長軸方向はE-1° 一Sである。堆積土は単層で、多量の焼土ブロック、少量の炭化物を混

入する。壁面は最も保存の良い東壁で24cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほ

ぼ平坦である。土師器、須恵器、縄文土器が出上し、土師器重 1点、縄文土器 1点 を図示した。

SK-3¬ 土坑 (第73図 )

3区の中央B-13グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りで削平され

ているものと考えられる。平面形は長軸1.35m、 短軸0。7mの不整な楕円形で、長軸方向はN-31° 一Eである。堆

積土は 2層 に分けられ、多量の焼土粒、炭化物を混入する。壁面は最も保存の良い西壁で1lcmと 残存状況は良くな

い。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、北端が深さ15cmの ピット状になっている。土

師器、縄文土器が出土し、土師器鉢 1点を図示した。

SK-32土坑 (第73図 )

3区の中央南寄りB-13グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構の北側は攪乱によって削平され

ている部分がある。ピットと重複関係にあり、ピットに切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸1.4

m、 短軸1,lmの 隅丸長方形で、長軸方向はN-43° 一Wである。堆積土は 3層 に分けられ、焼土粒、炭化物を混入

する。壁面は最も保存の良い南壁の東寄りで20cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底

面は二段になっており、西側が東側より10cm～ 15cm高 くなっている。土師器が出土し、郭 1点、甕 1点、甑 1点を

図示した。

SK-33土坑 (第73図 )

3区の中央B-13グリットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取りで削平され

ているものと考えられる。平面形は長軸1.2m、 短軸0.8皿 の不整な楕円形で、長軸方向はN-33° 一Wである。堆

積土は 2層 に分けられる。1層は焼土層である。壁面は最も保存の良い北壁の西各りで10cmの高さで残存している。

底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は凸凹はないが、底面レベルは中央が高く、壁際が低くなっている。ま

た、底面中央の東壁際には長軸35cm、 短軸30cmの楕円形の範囲に焼土が多量に検出され、下面が加熱を受けて赤変

している。土師器が出土し、甕 2点を図示した。

SK-34土坑 (第73図 )

3区の中央やや南東寄りB-13グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作上の黎取

りで削平されているものと考えられる。平面形は長軸 1.lm、 短軸 06mの不整な楕円形で、長軸方向はE-35° 一

Nである。堆積土は 4層に分けられ、焼土粒、炭化物粒を混入する。壁面は最も保存の良い東壁で34cmの高さで残

存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は遺構東側に寄っている。底面の南壁際に直径約25cm、 深

さ10cmの ピットが検出された。土師器、縄文土器、土製品が出土し、土師器郭 1点、土製品 1点 を図示した。

SK-35土坑 (第73図 )

3区の南西端B-13グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構の南側は調査区の側溝によって削平

され、更に西側の調査区外に拡がっており、全体は不明である。平面形は長軸2.3m以上、短軸0.7m以上の精円形

を基調としたものであると考えられる。堆積土は 3層 に分けられ、多量の焼土ブロック、炭化物粒が混入する。壁



面は最も保存の良い北壁で19cmの高さで残存している。底面から急角度で立ち上がるが、調査区西壁の土層観察で

は南壁は緩やかな角度で立ち上がる。底面には小さい凸凹があリー定しない。土師器、須恵器、縄文土器が出土し、

土師器郭 2点、甕 1点、鉢 1点 を図示した。

SK-36土坑 (第73図 )

3区の中央東端B-13グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りで削平

されているものと考えられ、更に東側の調査区外に拡がっており、全体は不明である。 2個のピットと重複関係に

あり、それぞれに切られていることから、本遺構が古い。平面形は長軸1,7m以上、短軸0.6m以上の楕円形を基調

としたものであると考えられる。堆積土は 4層に分けられる。 1層は基本層 I層である。小量の焼土ブロック、炭

化物粒が混入する。壁面は最も保存の良い北壁で23clllの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

底面は小さい凸凹があリー定しない。土師器、縄文土器が出土している。

SK-37土坑 (第73図 )

2区の北東寄りA-11グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸1.65m、 短軸1.2mの楕円

形で、長軸方向はE-5° 一Nである。堆積土は単層である。地山ブロックの混合土であり、人為的に埋められたも

のであると考えられる。壁面は最も保存の良い南壁で66cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上

がる。底面は平坦である。底面レベルは南側が低く、北側が高い。土師器が出土した。

SK-38土坑 (第73図 )

2区の南東寄りB― Hグリットに位置している。

で、長軸方向はN-30° 一Wである。堆積土は 5

層に分けられ、焼土粒、炭化物粒、灰を混入し

ている。壁面は最も保存の良い西壁で40cmの 高

さで残存している。底面から急角度で立ち上が

る。底面は小さい凸凹があリー定しない。土師

器、須恵器、かわらけが出土し、土師器高台付

杯 1点、かわらけ 3点を図示した。

SK-39土坑 (第74図 )

1区の西端寄 りB-2グ リットに位置してい

る。Ⅲ層上面で確認された。ピットと重複関係

にあり、ピットに切られていることから、本遺

構が古い。平面形は長軸1.Om、 短軸0.6mの楕円

形で、長軸方向はE-12° 一Nである。堆積土は

単層である。壁面は最も保存の良い北西壁で 7

cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな角

度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。石器

が出土した。

SK-40土坑 (第74図 )

1区 の西端寄 りB-2グ リットに位置してい

る。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸1.Om、

短軸0.55mの 隅丸長方形で、長軸方向はE―

15° 一Nである。堆積土は 2層 に分けられる。壁

Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸1.4m、 短軸1.Omの楕円形
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面は最も保存の良い南壁で 7 cmの高さと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がるが、急角度で立

ち上がる部分もある。底面はほぼ平坦である。土師器が出土した。

SK-41土坑 (第74図 )

1区の西端寄りB-2グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。SD-5溝跡と重複関係にあり、本遺構

が切っていることから、本遺構が新しい。平面形は長軸1.3m、 短軸0.9mの隅丸長方形であるが、西側は丸くなっ

ている。長軸方向はE-2° ―Sである。堆積土は単層で、若千の焼土粒、炭化物粒を混入している。壁面は最も保

存の良い北壁で 9 cmと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レ

ベルは北東部が低く、南西部が高くなっている。土師器、かわらけ、縄文土器が出土した。

SK-42土坑 (第74図 )

1区の西端南寄りB-2グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸075m、 短軸0.6mの不

整な楕円形で、長軸方向はE-9° 一Nである。堆積土は単層で、焼土粒、炭化物粒、焼壁の一部と思われる焼土塊

を混入する。壁面は最も保存の良い北西壁で 9cmの高さと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上が

る。底面には小さい凸凹がある。底面レベルは中央が低く、壁際が高くなっている。土師器が出土した。

SK-43土坑 (第74図 )

1区の西端寄りB-2グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸08m、 短軸0.7mの不整な

楕円形で、長軸方向はN-9° ―Eである。堆積土は単層である。特に堆積土上部に多量の焼土粒、炭化物粒、焼壁

の一部と思われる焼土塊を混入する。壁面は最も保存の良い南壁で10cmと 残存状況は良くない。底面から緩やかな

角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦である。底面レベルは北狽Jが低く、南側が高くなっている。南側の壁際に直径

15cm、 深さ 5側、長軸20cm、 短軸10cm、 深さ 9 cmの 2個のビットが検出された。土師器、縄文土器が出土した。

SK-44土坑 (第74図 )

1区の西端南寄りB-2グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。平面形は長軸0.6m、 短軸0.55mの不

0               10Cm
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第75図 土坑出土遺物 (1)
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第77図 土坑出土遺物 (3)



整な円形で、長軸方向はE-6° 一Sである。堆積土は単層

である。特に堆積土上部に多量の焼土を混入している。壁

面は最も保存の良い南壁で 6 cmと 残存状況は良くない。底

面から急角度で立ち上がっているが、緩やかな角度で立ち

上がる部分もある。底面はほぼ平坦である。底面レベルは

東側が低く、西側が高くなっている。縄文土器が出土した。

性格不明遺構

SX-1性格不明遺構 (第78図 )

5区の中央北寄 りB-22グ リットに位置している。Ⅲ層

上面で確認されたが、SD-1溝跡の北東側はⅢ層まで削

平されており、確認されたのはⅣa層上面であった。SD一

1溝跡と重複関係にあり、本遺構が切られていることから、

本遺構が古い。平面形はSD-1溝跡に分断されているた

め、全体は不明であるが、長軸5.3m、 短軸1.05m以上の長

楕円形を基調としたものであると考えられ、長軸方向は

N-36° 一Eである。堆積土は 3層に分けられる。壁面は

最も保存の良い南西部の南壁で25cmの 高さで残存してい

る。底面から急角度で立ち上がる部分と緩やかな角度で立

m

ゴ
尉

自
０
い
彎

25Y4/2   1r灰 】 ル ト

男78図  SXl

ち上がる部分がある。底面は二段になっており、北東、南西の両端が高く、中央部が低くなっている。比高差は

～10cmである。遺物は出土しなかった。

溝跡

SD-1溝跡 (第 70、 79図 )

5区の東側A・ B-20～ 23グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。北と南は調査区外に延びている。

現代の水降と重複する部分がある。Bラ イン付近で若干湾曲しているが、ほぼ直線的に延びている。Bラ イン以北

では方向はW-30° 一Nで、以南ではW-42° 一Nである。確認された長さは約24m、 上端幅は2.5～ 35mでBラ イ

ン北側にやや広くなる部分がみられる。下端幅は05～ 1.5mで、上端幅が広い部分では下端幅も広くなっている。

堆積土は 3層 に分けられる。特に 3層 には斑紋状に多量の酸化鉄が含まれ、底面に酸化鉄が厚さ数cmに集積してい

る部分もみられた。壁面は30～ 60cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面はほぼ平坦

であるが、底面のレベルは緩やかに波打っている。土師器、須恵器、瓦、縄文土器、土製品、石器、石製品が出土

し、土師器高台付郭 1点、奏 2点、鉢 1点、須恵器奏 2点、九瓦 1点、縄文土器 7点、最」片石器 7点、礫石器 4点、
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第79図  SDl～ 5溝跡土層断面図



石製品 1点を図示した。

SD-2溝 跡 (第 70、 79図 )

5区の西側A・ B-19・ 20グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。西側は調査区外に延びている。現

代の水路と重複する部分がある。20ラ イン付近で湾曲しているが、他の部分はほぼ直線的に延びている。20ラ イン

以西では方向はW-14° 一Nで、以東ではW-34° 一Nである。確認された長さは約 16m、 上端幅は20～ 40cm、 下

端幅は15～25cmである。堆積土は単層である。壁面は 5～ 12cmの 高さで残存 している。底面から緩やかな角度で立

ち上がる。底面は凸凹しており、底面のレベルは波打っている。土師器が出土した。

SD-3溝 跡 (第 70、 79図 )

4区の中央東寄りA・ B-19・ 20グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。南と北は調査区外に延びて

いる。遺構の北側は、水田耕作土の黎取 りによって上部を削平されている。緩やかな「S」 字状に湾曲している。

北側の方向はN-0° 一EoWで、中央部ではN-38° 一E、 南側ではN-18° 一Eである。調査区北端近くで枝分か

れしており、その方向はN-38° 一Eと 中央部分の方向と同じである。確認された長さは約16m、 上端幅は70～ 100cm、

下端幅は20～ 40cmである。枝分かれした部分は長さ約 2m、 上端幅は35～ 65cm、 下端幅は10～30cmと 北側ほど狭 く

なっている。堆積土は単層である。壁面は10～25cmの 高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。

底面は平坦であるが、底面のレベルは緩やかに波打っている。土師器、須恵器が出土した。

SD-4溝跡 (第 70図 )

1区の中央北寄りA-5・ 6グ リットに位置している。SR-1上面で確認された。直線的に延びており、方向は

E-1° ―Sである。確認された長さは約 4m、 上端幅は50～ 70cm、 下端幅は25～35cmで ある。堆積土は単層である。

壁面は 5～ 10cmの高さと残存状況は良くない。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面のレ

ベルは東恨」が高く、西側へ緩やかに傾斜している。土師器、縄文土器が出土した。

SD-5清跡 (第 70、 79図 )

1区の西端寄りA・ B-2グ リットに位置している。Ⅲ層上面で確認された。遺構の南端は攪乱によって上部が

削平されている。南と北は調査区外に延びている。SK-41土坑、ピット6個 と重複関係にあり、それぞれに切 ら

れていることから、本遺構が最も古い。直線的に延びており、方向はN-5° 一Eである。確認された長さは約14.8

m、 上端幅は0,8～ 1.2m、 下端幅は30～ 60cnである。堆積土は 3層 に分けられる。壁面は35～ 69cmの 高さで残存 し
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第30図 SDl溝跡出土遺物 (1)
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第82図 SDl溝跡出土遺物 (3)

ている。底面から急角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面のレベルは北側が高く、南側へ緩やかに傾斜して

いる。土師器、須恵器、縄文土器、土製品が出土し、須恵器高台付郭 1点、土製品 1点を図示した。

ビット群

1区から5区にかけてのⅢ層上面でピットが確認された。 1区では88個、 2区では52個、 3区では33個、 4区で

237個、 5区では 1個である。後世の回場整備や水田耕作、水田耕作上の黎取り等によると考えられる削平によっ

てピットの残存状況は良くない。 1区の西端部、 2区から4区の東寄りにかけての部分に比較的数多くのピットが

検出されている。ピットには柱痕跡が確認できるものはない。ピットの中には埋土、規模、深さ等に共通性のある

一血せ

`:3ホ
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皿

土 色 件 偏 考

A 25Y3/2                F景 孝島 土質 シル ト

R 10YR3/1          黒褐 砂 質 シル ト 戊化物 含 む。

lU Y氏3/3            H音 ン,レ

10YR4ん       にぶ▼ヽ音 ,レ ト

E 25Y4/1           昔灰 シ ル
(cm

ピ

ものが見られるが、掘立柱建物跡として組み合う可能性を指摘できるものは1区の西端部で 3棟、 2区、 3区に 2

棟ずつ、 4区に7棟の合計14棟、その他に柱列が3列であるが、更に多数の掘立柱建物跡や柱列が存在していたも

のと考えられる。ピットからの出土遺物は土師器、須恵器、縄文土器、石器、鉄津等があり、埋土には焼土や炭化

物が混入しているものも多い。このうち土師器郭 1点、礫石器 1点、石製品1点を図示した。

10YR3/3          暗褐

シル トブロック



SB-1掘立柱建物跡 (第83図 )

1区西端部A・ B-2グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。SD-5溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っ

ていることから本遺構が新しい。また、位置的にSB-2、 3掘立柱建物跡、SK-39、 40、 42、 43、 44土坑と重複

関係にあると考えられるが直接の新旧関係は不明である。東南隅の柱穴は確認できなかったが南北 4間、東西 1間

の南北棟と考えられ、西側に南北 1間、東西 1間の張り出しが付く。南側柱列は2.8m、 東側柱列は80m、 西偵I柱

列は8.4mで、張り出し部分は東西1.8m、 南北1.95mで ある。北側柱列は2.6mである。方向は西側柱列でN-1° 一

Eである。P34、 50、 52、 56、 73か ら土師器が出土した。

SB-2掘立柱建物跡 (第83図 )

1区西端部B-2グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。SD-5溝跡と重複関係にあり、本遺構が切ってい

ることから本遺構が新しい。また、位置的にSB-1、  3掘立柱建物跡、SK-39、 40、 42、 43、 44土坑と重複関係

にあると考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西 3間以上、南北 1間の東西棟と考えられる。南側柱列は

53m以上、東恨I柱列は20m、 北側柱列は5,8m以上である。方向は西側柱列でW-15° 一Nである。P64、 37か ら土

師器が出土した。

SB-3掘立柱建物跡 (第83図 )

1区南西端部B-2グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。位置的にSB-1、 2掘立柱建物跡、SK-42、

43、 44土坑と重複関係にあると考えられるが直接の新旧関係は不明である。北西隅の柱穴は確認できなかったが南

北 1間以上、東西 1間の南北棟と考えられる。東側柱列は43m以上、北側柱列は34m、 西側柱列は40m以上であ

る。方向は西側柱列でN-5° 一Wである。遺物は出土していない。

SB-4掘立柱建物跡 (第83図 )

2区北側A-10・ 11グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。埋設管で調査出来なかった部分をまたいでいる

ために確認できない柱穴もあると考えられる。東南隅の柱穴は確認できなかったが東西 2間、南北 1間の東西棟と

考えられる。南側柱列は4.8m、 東側柱列は1.6m、 北狽1柱列は4.75m、 西側柱列では1.6mである。方向は西側柱列

でE-1° 一Sである。遺物は出土していない。

SB-5掘立桂建物跡 (第83図 )

2区中央南寄りB-11グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。東西 1間、南北 1間の東西棟と考えられる。

南側柱列は3.25mであるが、更にP4か ら東側の調査区外へ延び、本掘立柱建物跡に取 りつく塀あるいは柵のよう

なものがあることも考えられ、その場合は南側柱列は14.6m以 上となる。東側柱列は1.5m、 北側柱列は2.05m、 西

側柱列は1,75mで ある。方向は南側柱列でE-37° 一Nである。遺物は出土していない。

SB-6掘立柱建物跡 (第33図 )

3区中央北東寄りA・ B-13グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りによっ

て削平されているものと考えられる。SK-36土坑と重複関係にあり、本遺構が切っていることから、本遺構が新

しい。また、位置的にSK-31土坑との重複関係も考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西 1間、南北 1

間の東西棟と考えられる。南側柱列は4.25m、 東側柱列は2.75m、 北側柱列は4.3m、 西側柱列は2,75mである。方

向は南側柱列でE-14° 一Nである。P14か ら土師器が出土した。

SB-7掘立柱建物跡 (第83図 )

3区中央南寄りB-13グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。位置的にSK-32、 33、 34土坑との重複関係が

考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西 2間、南北 1間の東西棟と考えられる。南倒柱列は5,9m、 東側

柱列は4.Om、 北側柱列は5,3m、 西側柱列は3.25mである。方向は南側柱列でE-20° 一Nである。P26から土師器、

須恵器、縄文土器が出土した。



SB-8掘立柱建物跡 (第83図 )

4区南西端B-14グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。攪乱によって、一部削平され、西側の調査区外に

延びており、遺構の全体は不明である。SK-16、 17土坑と重複関係にあり、それぞれを切っていることから、本

遺構が新しい。また、位置的にSK-15土坑との重複関係も考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西 3間

以上、南北 1間の東西棟と考えられる。南側柱列は5.lm以上、東側柱列は1.55m、 北側柱列は4.lm以上である。方

向は南側柱列でE-31° 一Nである。P207か ら土師器、須恵器、縄文土器が出土した。

SB-9掘立柱建物跡 (第83図 )

4区南西寄りB-14・ 15グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。SI-2竪穴住居跡と重複関係にあり、本遺

構が切っていることから、本遺構が新しい。東西 3間、南北 1間の東西棟と考えられる。南側柱列は3.5mで、更

に東のP-171ま で延び、本建物跡に取りつく塀あるいは柵のようなものであることも考えられ、その場合は南側

柱列は11.6mと なる。東側柱列は1.8m、 北側柱列は3.9m、 西側柱列は1.8mで ある。方向は南側柱列でE-16° ―N

である。P187、 234か ら土師器、縄文土器が出土した。
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第83図 Ш層上面掘立柱建物跡



SB-10掘立柱建物跡 (第33図 )

4区中央西寄 りB-15グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。東西 1間、南北 1間の南北棟 と考えられる。

南側柱列は1.lm、 東側柱列は2.5m、 北側柱列は1.3m、 西側柱列は255mである。方向は東側柱列でN-28° 一Wで

ある。P168から土師器が出土した。

SB-11掘立柱建物跡 (第83図 )

4区中央西寄りB-15グ リットに位置し、Ш層上面で確認された。南側の調査区外に延びており、遺構の全体は

不明である。東西 2間、南北 2間以上の南北棟と考えられる。東側柱列は2.9m以上、北側柱列は6.45m、 西側柱列

は29m以上である。方向は東側柱列でN-2° 一Eである。P150か ら土師器が出上した。

SB-12掘立柱建物跡 (第83図 )

4区中央A・ B-16グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。位置的にSA-2柱列との重複関係が考えられる

が直接の新旧関係は不明である。東西 1間、南北 2間の南北棟と考えられる。南側柱列では2.3m、 東側柱列は2.9

m、 北側柱列は2.25m、 西恨I柱列は2.9mである。方向は東側柱列でN-29° 一Wである。P135か ら土師器が出土し

た。

SB一‖3掘立柱建物跡 (第83図 )

4区中央やや北東寄りA・ B-16・ 17グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。北側の調査区外に延びており、

遺構の全体は不明である。位置的にSD-3溝跡との重複関係が考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西

2間以上、南北 1間の東西棟と考えられる。南側柱列は9.5m以上、北側柱列は3.5m以上、西側柱列は5,Omである。

方向は南側柱列でE-39° ―Nである。P62から土師器が出土した。

SB-14掘立柱建物跡 (第83図 )

4区中央東寄り南端B-16・ 17グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。南側の調査区外に延びており、遺構

の全体は不明である。位置的にSD-3溝跡と重複関係が考えられるが直接の新旧関係は不明である。東西 2間、

南北 2間以上の南北棟と考えられる。東側柱列は 3,7m以上、北側柱列は 51m、 西側柱列は 37m以上である。方

向は東側柱列でN-1° 一Eである。P88か ら土師器が出土した。

SA-1柱列 (第33図 )

1区西端A-2グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。西側の調査区外に延びており、遺構の全体は不明で

鰯翻は2額星

0                        10cm

内 面

師器 琢 4区 回転糸切

泥線支

ミガキ

遼 構 1 種    類 写真図版

13601  6401  45〔 510畦化木

第34図  ピット出土遺物



ある。SD-5溝跡と重複関係にあり、本遺構が切っていることから、本遺構が新しい。また、重複するピットが

あり、他の施設と重複している可能性がある。東西 5間以上と考えられる。確認された長さは8.8mである。方向

はE-2° 一Sである。P80、 81、 84か ら土師器が出土した。

SA-2柱列 (第 83図 )

4区中央B-15。 16グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。遺構上部は水田耕作土の黎取りによって削平さ

れているものと考えられる。位置的にSB-12掘立柱建物跡と重複関係にあることが考えられるが、直接の新旧関

係は不明である。東西 5間である。確認された長さは15,7mで ある。方向はE-20° 一Sである。P130か ら須恵器が

出土した。

SA-3桂列 (第 83図 )

4区中央A・ B-16・ 17グ リットに位置し、Ⅲ層上面で確認された。北側及び南側の調査区外に延びており、遺

構の全体は不明である。また、遺構北側の上部は水田耕作上の黎取 りによって削平されているものと考えられる。

位置的にSD-3溝跡と重複関係にあることが考えられるが、直接の新旧関係は不明である。東西 8間以上である。

確認された長さは21.5mである。方向はE-40° 一Sである。P56から土師器が出土した。

河川跡

0                        10cm

Ⅷ 絢

用  位
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ナデ
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区 ロクロ

9 lD-17
ロクロ ヘラケズリ ガキ 黒色処理

L

ミガキ 黒色処理 Ю3-22
1区   AB4 ロクロ ケズリ

第85図 SRl河川跡出土遺物 (1)
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あり、東岸近くは酸化鉄で赤くなっている、炭化物多く合む。
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第90図 SRl河川跡出上遺物 (5)

SR-1河川跡 (第70、 86図 )

〔遺構の確認〕 1区の中央部の西寄りA・ B-3～ 5グ リットに位置している。河川跡西岸はA・ B-3グ リットの

Ⅲ層上面で確認されたが、東岸は更に古いSR-2河川跡と重複している。検出面では堆積土の境が区別しにくい

状況であることと、掘り込み面であるⅢ層が削平されており、調査区南側のA-5グ リットでは明確ではないが

SR-2河川跡との境が認められた。北側のB-5グ リットではSR-1河川跡東岸としてのプランは確認できなかっ

た。

〔堆積土〕底面まで掘 り下げていないため不明な部分が多いが粗砂及び砂利層の互層で、酸化鉄の集積部分が多く

みられ、灰白色火山灰を含む層もみられる。

〔壁面・底面〕壁面は底面が検出されていないため、底面からの立ち上がりは不明であるが、検出面近くでは緩や

かな角度である。

〔出土遺物〕堆積土中から土師器、須恵器、縄文土器、土製品、石器、石製品等が出土している。特に堆積土上部

から完形品や大型の破片が多量に出土しているが、その出土状況は全て混在した状況であり、層位的なまとまりや、

規則性はみられなかった。このうち土師器郭15点、高台付郭 8点、奏 6点、壷 1点、鉢 1点、蓋 2点、須恵器郭 6

点、奏 5点、かわらけ 3点、縄文土器20点、土製品 1点、剰片石器 3点、礫石器 7点を図示した。



SR-2河川跡 (第 70、 86図 )

〔遺構の確認〕 1区の中央部A・ B-5グ リットから2区の西側A・ B-10。 11グ リット、更に 3区北東隅から4区
の北西隅、北東部A-15グ リットからA・ B-17グ リット、 5区A・ B-20グ リットに位置し蛇行している。河川跡

東岸はA・ B-20グ リットのⅣa層上面で確認されたが、西側では 1区のA・ B-5グ リットで、SR-1河川跡と重

0                          1ocm
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lD-7 上th器 1豚 ロクロ ケズリ ミガキ 塁■1/■

9
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複しており、SR-1河川隊の確認状況と同様に、SR-2河川跡の明確な西側のプランは確認できなかった。

〔堆積土〕底面まで掘り下げていないため不明な部分が多いが粗砂、砂利層の互層で、拳大～人頭大、小児の胴体

大の礫を含む層もみられる。また、 5区では上部の堆積土を切って幅約3.5m、 深さ約50cmに堆積土が溝状に堆積

している分部があり、灰白色火山灰が約10cmの厚さに堆積している。河川の最終的な流路の一つであることが考え

られる。

〔壁面・底面〕壁面は底面が検出されていないため、底面からの立ち上がりは不明であるが、検出面近くでは緩や

かな角度である。

〔出土遺物〕堆積土中から土師器、須恵器、縄文土器、土製品、石器、石製品等が出土している。特に堆積土上部

から土師器、須恵器の完形品や大型の破片が多量に出土しているが、その出土状況は全て混在した状況であり、層

位的なまとまりや、規則性はみられなかった。このうち土師器郭13点、甕 1点、鉢 1点、須恵器郭 9点、高台付郭

1点、縄文土器 5点、最J片石器13点、礫石器 3点、石製品1点を図示した。

(2)縄文時代の遺構 と出土遺物

炉跡

1号炉 (第95図 )

〔遺構の確認〕 5区の中央北寄りA-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。礫が円形に巡り、礫の内側に

面した部分が火熱を受けて赤変しており、内部に焼土粒や炭化物が認められたため、石組み炉であると判断された。

周囲に土坑や掘立柱建物跡が検出されているが、炉に関係するものかどうかは確認できなかった。

〔平面形・規模〕平面形は長軸65cm、 短軸60cmの不整な円形で、長軸方向はN-2° 一Eである。

〔堆積土〕2層 に分けられる。 1層には焼土粒、炭化物が混入し、下層は焼土層である。

〔壁面・底面〕壁は礫の最も高い北側で20c皿の高さで残存している。炉の上部にはすき間無く礫が並べられ、炉の

内側の面が火熱を受けて赤変している。礫の下部の壁面は上部の礫同様に赤変している。底面は火熱を受けて赤変

しているが、硬く焼け締まっている状態ではなかった。底面は平坦である。底面レベルは中央が低く、壁際が高く

なっている。

〔掘り方〕掘り方は長軸75cm、 短軸75cmの隅丸の三角形に近い不整な円形である。長軸方向は石組みと同じである。

壁は13cmの高さで、底面から緩やかな角度で立ち上がる。

〔出土遺物〕堆積土中及び掘り方埋土中から石器が出土し、石組みに礫石器が転用されていた。このうち最↓片石器

1`点、礫石器 1`点 を図示した。

2号炉 (第96図 )

〔遺構の確認〕 4区の中央南東寄りB-17グ リットに位置し、V層上面で確認された。礫が円形に巡り、礫の内側

に面した部分が火熱を受けて赤変しており、内部に焼土粒や炭化物が認められたため、石組み炉であると判断され

た。炉の周囲には東側0.5mか ら南側0.5mにかけて多数の焼け面と散乱する焼土がみられた。北側05mから東側12

mにはSR-2河川跡が曲流し、幼児の胴体大の礫が散乱し、土坑が 1基確認されたが、ピットや周溝などは確認

できなかった。

〔平面形 。規模〕平面形は長軸75c皿、短軸70cmの不整な円形である。長軸方向はE-5° 一Sである。

〔堆積土〕2層 に分けられる。 1層に焼土粒、炭化物、 2層には多量の焼土粒及び少量の焼土塊が混入している。

〔壁面・底面〕壁は礫の最も高い南西部分で17cmの高さで残存している。炉の壁面にはすき間無く礫が立て並べら

れられ、礫の内側の面が火熱を受けて赤変している。底面も火熱を受けて赤変しているが、硬く焼け締まっている
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状態ではなかった。底面は凸凹はなく平坦

である。底面レベルは中央が低 く、壁際が

高くなっている。

〔掘 り方〕掘 り方は長軸85cm、 短軸75cmの不

整な楕円形である。長軸方向はN-15° 一E

である。東側に長さ45cm、 幅20cmの 張出部
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方を含めた短軸1.25mの隅丸の菱形の落ち込

みが検出された。堆積土は 2層 に分けられ、

壁は 9 cm～ 15cmの 高さで残存 し、底面から

緩やかな角度で立ち上がる。底面は小さな

凸凹がみられる。南側の壁面から底面にか

けて、直径35cm、 深さ10cmの ピットが検出

された。

〔土 坑〕炉の掘 り方外側の落ち込みの北西

s 南2mttЫ 7
き      束lm
日

上>          土A

TB

南2mttЫ 7
東lm

上c

―鱒―ぐ吟

0                    10cm

O SR2

ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕
日

肝

日

日

Ｈ

Ｈ

叶

Ｈ

Ｈ

Ｈ

日

Ｌ

3

上>

Q

方・落ち込み

T・

５
さ
日
Ｌ
世

一―
∞

口　　　　　　Ｔ‐‐‐‐

掘り方

75YR3/3暗 褐シルトプロッ

:録43  地 区

第95図  1号炉・出土遺物

2号炉 1 75YR2/2     黒・Fa
75YRク4     褐

ク量の/1t土、灰1ヒ物に含 6・。

2

VP4/4  にぶ い未粧
少質ンルト 少量の焼土塊含む。

者干の炭化物粒含む。

2

第96図  2号炉

0                        1m



◆
(

0

_ 5cm 」

|

|

|

0                  10cm

|

230 4区 2号好

牒石

249

14901   83
41 4区    2号 炉石准

4区    2号 炉石准
4区    2号 炉周芝

第97図  2号炉出土遺物



に位置している。長軸60cm、 単軸45cmの不整な隅丸長方形で、長軸方向はN-25° 一Eである。壁は西壁で13cmの

高さで残存しており、底面から緩やかに立ち上がる。底面は二段になっており、西側が低くなっている。

〔出土遺物〕堆積土中及び掘り方埋土、周辺の焼土中から縄文土器片、石器が出土し、石組みに礫石器が転用され

ていた。このうち景」片 1点、礫石器 8点を図示した。

3号炉 (第98図 )

〔遺構の確認〕 4区の中央北寄りB-15・ 16グ リットに位置している。グリットラインに沿ったトレンチを掘り下

げ中、Ⅳc層上面で炭化物がまとまって確認された。内部に焼土と焼け面が認められたため、炉であると判断され

た。検出部分は炉の南半部であり、北東部はSR-2に よって削平されている。 トレンチの北狽1に拡がっていたも
のと考えられるが、SR-2河川跡による削平を受けているものと思われ、遺構の全体は不明である。 トレンチの

南側を拡張して炉を中心とする遺構の検出に努めたがピットや周溝等の遺構は確認されなかった。

〔平面形・規模〕平面形は直径約15mの不整な円形を基調としたものであると考えられる。

〔堆積土〕2層 に分けられる。 1層 には焼土粒、炭化物が混入し、 2層 には多量の炭化物が混入している。

〔壁面 。底面〕壁は最も保存の良い南恨Iで 9 cmの高さで残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面

は火熟を受けて赤変し、硬く焼け締まっている部分も見られた。底面は平坦である。底面レベルは中央が低く、壁

際が高くなっている。

〔出土遺物〕堆積土中から縄文土器が出土した。

4号炉 (第98図 )

〔遺構の確認〕 2区の中央B-12グ リットに位置している。グリットラインに沿ったトレンチを掘り下げ中、Ⅳd層

上面で焼土と焼け面が認められたため、炉であると判断された。検出部分は炉の北半部で、 トレンチの南側に拡が
っているものと考えられたため、 トレンチの南側を拡張して炉を中心とする遺構の検出に努めたが、炉以外のピッ

3号炉     +B16

1500m望当

3号炉 1

卜や周溝等の遺構は確認されなかった。

〔平面形・規模〕平面形は長軸60cm、 単軸50cmの不整な楕円形である。

長軸方向はN-45° 一Eである。

〔堆積土〕 4層に分けられる。 2層 は焼土層で、 3層の上面が機能面と

思われる。他の層には多量の焼土、炭化物が混入している。

〔壁面・底面〕壁は機能面から2 cmの高さで残存している。機能面は平

坦で硬く焼け締まった部分も見られた。

〔掘り方〕掘り方は長軸65cm、 単軸50cmの不整な楕円形である。深さは

4側～12cmで、壁は底面から緩やかに立ち上がる。底面レベルは中央が

低く、壁際が高くなっている。中央に直径10cm、 深さ8 cmの ピットが検

出された。

〔出土遺物〕遺物は出土していない。

土坑

SK-19土坑 (第99図 )

5区の南東寄りB-22グ リットに位置し、V層上面で確

認された。平面形は長軸1.Om、 単軸0.9mの不整な楕円形

で、長軸方向はE-2° 一Nである。堆積土は 6層 に分けら

A

1540m望境

0                      2m
|

10YR3/3    H音褐 砂質シルト層 Nol、 2の 上紅 をJXに 含む。

第98図  3号炉 。4号炉



れる。壁面は最も保存の良い南壁で81cmの高さで残存している。底面から急角度で立ち上がる。東壁には上端から

60cmの位置に段が付いている。底面は中央が凹む九底状になっている。遺物は出土していない。

SK-20土坑 (第 99図 )

5区の中央南寄りB-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.4m、 単軸1.Omの不整な楕円

形で、長軸方向はW-36° 一Nである。堆積土は 4層に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で59cmの高さで残

存している。底面から急角度で立ち上がる部分と緩やかな角度で立ち上がる部分がある。西壁はオーバーハングし

ている。底面は平坦である。底面レベルは西側が低く、東復Iが高くなっている。縄文土器、礫石器が出土し、礫石

器 1点を図示した①

SK-24土坑 (第99図 )

5区の中央南寄りB-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸2.Om、 単軸1.Omの不整な楕円

形で、長軸方向はW-37° 一Nである。堆積土は 3層に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で37cmの高さで残

存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面レベルは東側が低く、西側が高くなっ

ている。縄文土器、礫石器が出土し、縄文土器 1点を図示した。

SK-25土坑 (第99図 )

5区の北東寄りA-22グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸0.65m、 単軸0.55mの楕円形で、

長軸方向はN-28° 一Wである。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南西壁で19cmの高さで残存し

ている。底面から急角度で立ち上がる部分と緩やかな角度で立ち上がる部分がある。底面は平坦である。底面レベ

ルは南側が低く、北側が高くなっている。遺物は出土していない。
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SK-26土坑 (第 99図 )

5区の北東寄りA-22グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸0.8m、 単軸0.65mの 楕円形で、

長軸方向はN-1° 一Wである。堆積土は 5層 に分けられる。壁面は最も保存の良い南壁で29cmの 高さで残存して

いる。底面から急角度で立ち上がる部分と緩やかな角度で立ち上がる部分がある。底面は平坦である。底面レベル

は南側が低く、北側が高くなっている。縄文土器、礫石器が出土し、縄文土器 1点、礫石器 1点 を図示した。

SK-27土坑 (第99図 )

5区の東寄りB-22グ リットに位置し、V層上面で確認された①遺構上面に撮さ50cm、 幅25cm、 厚さ20cmと 長さ

18cm、 幅10cm、 厚さ 6 cmの礫 2個が並んで検出された。平面形は長軸085m、 単軸0.6mの 不整な楕円形で、長軸方

向はE-3° 一Nである。堆積土は単層である。壁面は最も保存の良い南西壁で17cmの高さで残存している。底面か

ら急角度で立ち上がる。底面は二段になっており、南西部分が約5 cm下がっている。礫石器が出土した。

SK-28土坑 (第99図 )

5区の中央B-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸1.6m、 単軸0.8mの不整な楕円形で、

長軸方向はE-12° 一Nである。堆積土は 4層に分けられる。壁面は最も保存の良い南東壁で35cmの高さで残存し

ている。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面の南東壁際に直径35cm、 深さ28cmの ピットが検出された。底面

レベルは東側が低く、西側が高くなっている。遺物は出上していない。

SK-29土坑 (第99図 )

5区の中央北寄りA-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸08m、 単軸0,7mの不整な楕

円形で、長軸方向はN-12° 一Wである。堆積土は 3層に分けられる。壁面は最も保存の良い南西壁で17cmの 高さ

で残存している。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は二段になっており、北西部分が約 5 cm高 い。また、

北壁際に直径15cm、 深さ1lcmの ピットが検出された。礫石器が出土し、 1点 を図示した。

SK-30土坑 (第99図 )

5区の中央北側A-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。平面形は長軸0.85m、 単軸0.6mの 楕円形で、

長軸方向はE-18° 一Nである。堆積土は 2層 に分けられる。壁面は最も保存の良い北東壁で27cmの高さで残存し

ている。底面から緩やかな角度で立ち上がる。底面は平坦である。底面レベルは北東部が低く、南西部が高くなっ

ている。遺物は出土していない。
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研i縦文 ミガキ
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SK20
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積

5 ,14     51X
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第100図 土坑出土遺物



ット土

土 色 土   性 備 考

A 10YR3/2   黒掲 ンル ト質砂 災化 物 少量 含 むめ
10YR4/R にぶい百
B 10YR3/8 ンル ト 災化物 少 量 含 む。

C 10YR4/3 にぶし aり智シル ト

D 10YR3/3     暗褐 ンル ト 1物 少 量含 む

10YR4/4     褐 シルト質砂
10YR3/2     黒褐

ピット群

5区のV層上面で39個のピットが検出された。柱痕跡が確認されるものはない。埋土に共通性のあるもの、規模、

深さに共通性のみられるものもある。掘立柱建物として組み合う可能性の考えられるものは、A-21グリットの 1

棟のみであり、他には掘立柱建物として組み合う可能性の考えられるものを確認することはできなかった。ピット

の堆積土中には焼土、炭化物が混入しているものもある。出土遺物は縄文土器、石器がある。

SB-15掘立柱建物跡 (第70図 )

5区の中央北側A-21グ リットに位置し、V層上面で確認された。位置的に 1号炉、SK-29土坑との重複関係

が考えられ、 1号炉に関係する柱穴の可能性も考えられるが、直接の関係は不明である。東西 1間、南北 1間の建

物跡である。南側柱列は22m、 東側柱列は1.2m、 北

側柱列は2.lm、 西狽I柱列は1.4mと やや歪んでいる。

方向は南側柱列でE-6° 一Sである。遺物は出土して

いない。

遺物包含層

5区のA・ B-21～ 23グ リットにかけてのⅣb層 には特に他の地区、層よりも多量に遺物が混入していたことから、

遺物包含層として扱った。 5区の西寄りに位置するSR-2河川跡によって西側が削平され、南北及び東側は調査
区外に拡がっており、遺物包含層としての範囲は不明である。SD-1溝跡によって削平された部分がある。A・
B-21～ 23グ リットの各10mグ リットを各々更に北西から南東に向かって、 1～25ま での 2mグ リットに組分して

精査を行い、遺物を取り上げた。紀文土器、土製品、最J片石器、礫石器、石製品が出土している。出土遺物の時期

は縄文時代後期中葉から晩期中葉にかけてのものがあるが、各時期のものが混在しており、出土状況から時期的な

変遷を追えるものではなかった。

遺構外出土遺物

5区以外のⅣ層から出土した遺物および、各区の I～ Ⅲ層の遺構に属さない基本層出土遺物のうち、おもなもの

を図示する。各層検出の倒木痕から出土した遺物もここに掲載した。

No 3 P4 P8 P10 P12 P16 P17 P20 P21 P22
埋 土 A R B C B B B B R R R B B D C B
深 さ 17 13
No P23 P25 P33 P34 P35 P37 P38
B B B C B B E B B C B B B C B B

26 13

登録喬ι

深鉢 51X B21-38 Ⅳb胴 104-3」
3 ミガキ

Ⅳb肘 LR組文 ,
llL文 に朴 浜鎌 5 1X  B22-4

笙線文 沈線文

第101図 包含層出土遺物 (1)
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第102図 包含層出土遺物 (2)
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第104図  包含層出土遺物 (4)
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第111図 他地区Ⅳ層出土遺物 (2)
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Ŕ、 RL縄文 ミガキ
5
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〔3〕 まとめ

1.鍛冶屋敷前遺跡は鍛冶屋敷A遺跡の東に隣接しており、名取川と魚川に挟まれた沖積地に位置している。標高

は15～ 17mである。

2.Ⅲ層上面で竪穴住居跡 2軒の他土坑、溝跡、掘立柱建物跡柱、河川跡が検出された。竪穴住居跡 2軒は、SI―

1竪穴住居跡は東壁に、SI-2竪穴住居跡は北壁にカマドが付設されている。前章の鍛冶屋敷A遺跡ではカマド

が東壁に付設されたものは平安時代、北壁に付設されたものは奈良時代と考えられたが、本遺跡では出土遺物か

らもいずれも奈良時代のものであると考えられる。同じⅢ層上面で検出された竪穴住居跡以外の遺構は、出土遺

物から奈良時代、平安時代、平安時代以降のものが混在しているものと思われる。中世のものであると考えられ

る遺物は見られないが、平安時代以降の遺構、特にSD-1溝跡や掘立柱建物跡ついては、本遺跡の北方 200m

に所在する富沢館跡と関連する遺構である可能性がある。また、鍛冶屋敷A遺跡で検出されたような鍛冶に関係

すると考えられる遺構は確認されてはいないが、多量の鉄津が出土しており、鍛冶屋敷A遺跡と同様の鍛冶関係

の遺構が存在していたか、調査区の周辺に存在しているものと考えられる。遺跡周辺の地名が鍛冶屋敷と呼称さ

れていることと全く関係が無いことではないと考えられる。

3.Ⅳ a層上面で河川跡が検出された。SR-2河川跡は古代以前のものと考えられるが、 5区で灰白色火山灰が堆

積する層が検出されており、出土遺物にも平安時代のものが混入していることから平安時代前半には完全に埋ま

りきっておらず、一部の流路が残っていたことが考えられる。

4.5区のⅣa層から線刻礫や土偶頭部が出土した。何れも晩期中葉のものであると考えられる。 5区のⅣb層 は、

遺物包含層を形成しているが、範囲は明らかではない。出土遺物は、縄文時代後期中葉から晩期中葉にかけての

ものが混在している。出土状況にも規則性や一括性が認められない。これらのことから、 5区のⅣb層 は、古代

以前に二次的に堆積した遺物包含層であると考えられる。

5.5区の遺物包含層の下部のV層上面及び 4区のV層上面、Ⅳc層上面、2区のⅣd層上面、 1区のV層上面では、

炉跡、土坑、ピット、倒木痕が検出されている。炉跡は 4基検出され、 2基は石組み炉、 2基は地床炉である。

2基の石組み炉については 1号炉では周囲に掘立柱建物跡や土坑が検出されているが直接の関係は不明であり、

―
□

０

４

１
０

Q



2号炉では周囲に焼け面が検出され、焼土が見―られたが、それぞれ周溝などの竪穴住居跡の痕跡は確認で―きなか

った。また、地床炉は3号炉はSR-2河川跡によって、北半部が削平されているが礫が検出されており、石組
み炉であった可能性もある。3号炉苗側、4号炉周辺にピットや周溝などは確認されず、それぞれ竪穴住居跡の

痕跡は確認できなかった。

6.以上のことから、本追跡と鍛冶屋敷A遺跡は然川と名取川に棋まれた地域の自然堤防上に立地する他の遺跡と

同様に縄文時代から古代あるいは中世まで集落として営まれた遺跡であることが確認された。

引用・参考文献

千葉 仁・工藤 哲司 (-1986j :「東北電力鉄塔関係遺跡調査報告書J仙台市文化財調査報告書第91集
渡部
―
紀・吉岡 恭平 (1995)と 「伊昔田遣跡―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書血―」―仙台市文化財調査報告書第1984

手塚 均他 (1986):「田柄貝塚」宮城県文化財調査報告書第111集
吉岡 恭平・篠原 信彦他 (1996):「 下ク内1浦遺跡―仙台市高速鉄道関係遺跡発掘調査報告書v―」仙台市文化財調査報告書第2o7

集
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書 名 鍛冶屋敷A遺跡・鍛冶屋敷前遺跡

副  書  名 市道「富田富沢線」関連遺跡発掘調査報告書
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発 行 年 月 日 西暦 2000年 3月 31日

所収遺跡名 所 在 地

コ ー ド
】ヒ 漁皐 東 経 調査期 間 調査面積

m

調 査 原 因

市町村 遺跡呑号

鍛冶屋敷A
遺跡

仙台市

太白区

富田字

京ノ北他

04100 01085 ３８

‐２

４０

∬
イ
が

19970701

19971112

1,550∬ 道路建設

鍛冶屋敷前

遺跡

仙台市

太白区富沢

字鍛冶屋敷

前他

04100 01511 ３８

・２

４０

140°

51′

42″

19970701

19980206

2,700■正 道路建設

所収遺跡名 種  別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

鍛冶屋敷A
遺跡

集落跡 縄文後期
。晩期

奈良

平安

竪穴住居跡

土坑

溝跡

掘立柱建物跡

河川跡

縄文土器 。土師器

須恵器・瓦

土製品 。石器

石製品 。鉄製品

鉄津

鍛冶屋敷前

遺跡

集落跡 縄文後期

・晩期

奈良

平安

竪穴住居跡

土坑

溝跡

掘立柱建物跡

河川跡

縄文土器・土師器

須恵器 。瓦

土製品・石器

石製品・鉄製品

鉄津
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